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(57)【要約】
　フロアカバーを形成するためのフロアパネルにおいて
、前記フロアカバーは、結合部を有する、少なくとも一
対の対縁部を有するフロアパネルを含み、これら結合部
は、実質的に、フロアパネルの材質から製造され、これ
ら結合部は、２つのフロアパネルが、下方への動作によ
り、及び／又は、フォールドダウン方式により、各縁部
において互いに結合し設置されるように構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
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とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部（４，５）に、さらに、以下の特徴の組み合わせが存在する、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）によって定義された前記接線（Ｔ１）は、
前記フロアパネル（１）の前記平面に対して、前記第２及び第４のロック部（１９，２１
）によって定義された接線（Ｔ２）よりも急勾配、又は、言い換えれば、最初に言及した
接線（Ｔ１）の前記水平に対する角度（Ａ１）は、次に言及した接線（Ｔ２）の前記水平
に対する角度（Ａ２）より大きく、
－言及した両方の角度（Ａ１，Ａ２）の大きさの差は、少なくとも５°、好ましくは少な
くとも１０°であり、
－前記雄部（１７）で、且つ前記第２の接触領域（Ｃ２）より低い高さに、接触面（３０
）が設けられ、前記接触面（３０）は、結合状態において、前記結合されたフロアパネル
の前記雌部（１４）の接触面（３１）とともに、前記雄部（１７）の下方向の動きを制限
する支持点（３２）を構成し、
－前記下側フック形状部（１０）は、遠位端（３４）の遠位側（３３）において、垂直方
向のアクティブメカニカルロック部がないフロアパネル。
【請求項２】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
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前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部（４，５）は、また、以下の特徴を有する、
－前記第２のロック部（１９）は、下方向への屈曲によって下側遠位面（３６）に一体化
する接触面（２３）を有し、前記下側遠位面（３６）は、下方向に、さらに遠位方向に延
在し、より詳細には下方向に傾斜されるフロアパネル。
【請求項３】
　請求項２に記載のフロアパネルにおいて、
　前記下側遠位面（３６）は、実質的に平坦であるフロアパネル。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３に基材のフロアパネルにおいて、
　前記下側遠位面（３６）は、水平に対して、所定の角度又は、平均で見て所定の角度を
なし、前記所定の角度は、７５°より大きく、さらに好ましくは８０°より大きく、さら
に好ましくは８３～８８°であるフロアパネル。
【請求項５】
　請求項２から請求項４のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第４のロック部（２１）の接触面（２５）の下方で、下側近位面（３７）が前記雌
部（１４）に設けられ、前記下側近位面（３７）の表面は、２つの前記フロアパネルの結
合状態において、前記下側遠位面（３６）と協働するか、前記雄部が前記雌部から上方に
引き出されたときに少なくとも前記下側遠位面（３６）と協働するフロアパネル。
【請求項６】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
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向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部（４，５）は、また、以下の特徴を有する、
－前記雌部の前記近位側で、前記第２の接触領域（Ｃ２）に、前記雌部（１４）の前記凹
部に対して、上方に且つ内側に傾斜した近位面（３８）を設けたフロアパネル。
【請求項７】
　請求項６に記載のフロアパネルにおいて、
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　前記近位面は、実質的に平坦、好ましくは、前記フロアパネル（１）の前記上面（３９
）まで、即ち前記平坦な上面又は前記フロアパネルに設けられた面取部の上面まで延在す
るフロアパネル。
【請求項８】
　請求項６又は請求項７に記載のフロアパネルにおいて、
　前記近位面は、水平に対して、７５°より大きく、より好ましくは８０°より大きく、
さらに好ましくは８３～８８°の角度をなすフロアパネル。
【請求項９】
　請求項６から請求項８のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第２のロック部の前記接触面に、高位置遠位面（４０）が前記雄部に設けられ、前
記遠位面（４０）は、２つの前記フロアパネルの結合状態において、前記近位面（３８）
と協働するか、前記雄部が上方に前記雌部から引き出されたときに、少なくとも前記近位
面（３８）と協働するフロアパネル。
【請求項１０】
　請求項６から請求項９のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　前記雄部は、遠位ダブテール側の中間に局部ロック部が設けられたダブテールを構成す
るフロアパネル。
【請求項１１】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互い結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
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７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２,２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部は、また、以下の特徴を有する、
－前記第２の接触領域の２つの前記接触面は、その可能な拡張部分を含めて、断面視で、
前記各々の近接面（Ｓ）の左側と右側まで延在し、前記近接面は、前記結合されたフロア
パネルの上縁部（４１，４２）、又は、少なくとも前記フロアパネルが上部で互いに一体
となる位置を通る垂直面として定義されるフロアパネル。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のフロアパネルにおいて、
　前記近接面は、場合によっては拡張部分を含めて、前記第２の接触領域の中間又はほぼ
中間で交差するフロアパネル。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のフロアパネルにおいて、
　前記交差は、前記第１の接触領域全体が配置される高さより高い位置にあるフロアパネ
ル。
【請求項１４】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
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（Ｒ）によって互い結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１１）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部は、また、以下の特徴を有する、
－前記雄部（１７）で、前記第２の接触領域（Ｃ２）より低い高さに、接触面（３０）が
設けられ、前記接触面（３０）は、結合状態において、結合された前記フロアパネル（１
）上の接触面（３１）とともに、前記雄部の下方向の動きを制限する支持点（３２）を構
成し、
－前記第２対の縁部（４，５）における前記結合部（８，９）は、また、以下の３つの特
徴のうちの１つ、又はこれらの特徴の２つ又は３つの任意の組み合わせを有する、
　－遠位端（３４）の前記遠位側（３３）で、前記下側フック形状部（１０）は、垂直方
向のアクティブメカニカルロック部がなく、
　－前記支持点（３２）を構成する前記接触面（３０，３１）は、前記雄部の下側と、前
記下側フック形状部（１０）の前記リップ（１２）の上側との各々に配置され、結合状態
において、前記支持点（３２）から遠位に、前記雄部の前記下側と前記リップの前記上側
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の間にある空間（４３）が存在し、前記空間は、好ましくは、前記支持点（３２）から遠
位に配置される前記雄部の全体部分の下にあり、前記空間（４３）は、好ましくは、前記
リップ（１２）の上側の部分（４４）が前記支持点より深く配置される、及び／又は前記
空間（４３）は、各々の縁部の断面視において、好ましくは、前記雄部の幅（Ｗ）の少な
くとも１／３の距離（Ｄ）にわたって拡張するように構成され、
　－前記下側フック形状部（１０）の前記リップ（１２）の下側に、前記リップの遠位端
まで延在し、且つ、下方向にリップを屈曲させる凹部が設けられるフロアパネル。
【請求項１５】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互い結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
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（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部には、さらに、以下の特徴の組み合わせが存在する、
－前記第２及び第４のロック部の前記接触面（２３，２５）、及びこれら接触面の可能な
拡張部分は、平坦又は実質的に平坦に作成され、
－前記第２及び第４のロック部の前記接触面（２３，２５）と、より詳細には、これらに
より定義された接線（Ｔ２）とは、水平に対して、７０°より大きく、さらに好ましくは
、７５°より大きいが、好ましくは８５°より小さい角度（Ａ２）をなし、
－前記第２及び第４のロック部の前記接触面（２３，２５）、及びこれらの接触面の可能
な拡張部分は、上方向に前記フロアパネルの前記上面（３９）より低い位置にある位置（
Ｌ１）で終端し、
－前記第２及び第４のロック部の前記接触面（２３，２５）の前記上端及びこれらの面の
可能な拡張部分から、前記フロアパネルの前記上面（３９）まで、外縁部（４６，４７）
が構成され、外縁部（４６，４７）は、前記接触面（２３，２５）よりもまっすぐ上方に
、好ましくは垂直又はほぼ垂直に延在し、
－前記雄部の下縁部に、傾斜部や丸み部などのガイド面（４８，４９）が設けられ、前記
ガイド面（４８，４９）は、前記雄部の下方への移動中に、前記雌部内に自動的に導かれ
るように構成されるフロアパネル。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のフロアパネルにおいて、
　第３のロック要素（２０）としても同時に機能するように構成された前記上向きロック
要素（１３）は、弾性的に傾動可能であり、好ましくは前記下側フック形状部（１０）の
前記リップの前記下側の凹部（４５）の存在によって弾性的な傾動が補助されるフロアパ
ネル。
【請求項１７】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互い結合できるように構成され、
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　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１９）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１１）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部（４，５）に、さらに、以下の特徴を有する、
－前記下側フック形状部（１０）の前記リップ（１２）は、前記各々の縁部に垂直な断面
視において、前記下側フック形状部（１０）の近位端から、前記上向きロック要素（１３
）が始まる位置まで延在する部分である第１の長手方向部（Ｐ１）と、前記第１の長手方
向部（Ｐ１）の最遠位の７５％になるように定義された第２の長手方向部（Ｐ２）とを特
徴とし、前記リップは、前記第２の長手方向部（Ｐ２）内で、少なくとも５％、好ましく
は少なくとも１０％、さらに好ましくは少なくとも３０％、厚みが低減され、好ましくは
、前記下側フック形状部（１０）の前記遠位端（３４）の前記遠位側（３３）に垂直方向
のアクティブロック部がないフロアパネル。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のフロアパネルにおいて、
　以下の特徴のいずれか１つをさらに有する、
－前記厚みの減少は、少なくとも、前記下側フック形状部（１０）の前記リップ（１２）
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の前記上側に、より深い部分（４４）を設けることによって実現され、
－前記厚みの減少は、少なくとも、前記下側フック形状部（１０）の前記リップ（１２）
の前記下側に、凹部（４５）を設けることによって実現され、
－前記厚みの減少は、少なくとも、前段落で述べた両方の手段によって実現され、好まし
くは、断面と、各々の縁部に垂直な方向とに、前記より深い部分（４４）と前記凹部４５
とがオーバーラップすることによって実現されるフロアパネル。
【請求項１９】
　請求項１７又は請求項１８に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第１及び第２の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）の前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、両方とも、
水平に対して５０°より大きい角度（それぞれＡ１，Ａ２）で延在するフロアパネル。
【請求項２０】
　請求項１７から請求項１９のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、　前記雌部
（１４）及び前記雄部（１７）は、両側に、一緒にダブテール部として構成される部分を
有し、前記部分は、好ましくは互いに対して少なくとも部分的に対向するように配置され
、言い換えれば、同じ高さ区間にわたって少なくとも部分的に延在するフロアパネル。
【請求項２１】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
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、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部は、さらに、以下の特徴の組み合わせを有する、
－前記下側フック形状部（１０）の下側に、前記下側の特定の位置（Ｌ２）から前記下側
フック形状部（１０）の前記端まで延在する凹部（４５）を設け、
－断面視において、前記位置（Ｌ２）は、前記上向きロック要素（１３）から近位で、好
ましくは前記上向きロック要素（１３）から、前記フロアパネル（１）の全厚の１／１０
を超える水平距離（Ｈ１）にあるフロアパネル。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のフロアパネルにおいて、
　前記凹部（４５）は、前記フロアパネルの実際の下面に対して窪んだ凹部（５０）と、
前記実際の下面と前記凹部（５０）との間に配置され、段階的に移行する移行部（５１）
とで構成されるフロアパネル。
【請求項２３】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
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－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記フロアパネル（１）は、複合基板（５２）を有し、前記複合基板（５２）は、明確
な厚さ（それぞれ、ＴＨ１，ＴＨ２）を各々有する少なくとも２つの基板層（５３，５４
）、即ち、第１の合成物質系基板層（５３）と、好ましくは、第１の合成物質系基板層（
５３）のすぐ上にある第２の基板層（５４）とで構成され、前記第２の基板層（４５）は
、少なくとも０．５ｍｍ、好ましくは少なくとも１ｍｍの厚さ（ＴＨ２）を有し、前記複
合基板は、また、以下の特徴の１つ又はこれらの特徴の任意の組み合わせを有する、
－前記第１の基板層（５３）の密度は、前記第２の基板層（５４）の密度とは異なり、好
ましくは、前記第２の基板層（５４）は、前記第１の基板層（５３）より高い密度を有し
、
－前記第１の基板層（５３）は発泡され、好ましくは独立気泡タイプのものであり、より
好ましくは、いわゆる硬質発泡タイプのものであり、好ましくは、前記第２の基板層（５
４）は、発泡されないか、前記第１の基板層（５３）より発泡量が少なくされ、
－前記第１の基板層（５３）は、板状に押出成形されるか、又は延伸処理及び延伸された
材料をプレートに固結させることにより形成され、
－前記第２の基板層（５４）は、押出成形層、又は延伸処理及び延伸された材料の固結に
より形成された層から構成され、
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－前記２つの基板層（５３，５４）は、互いに接着されるか、又は、同じ製造プロセスで
固結され、後者のプロセスは、例えば、前記基板の材料間の相互直接接着によるか、又は
、例えば少なくとも２つの層を有する単一複合塊から形成することによるものであり、
－前記接触領域（Ｃ１，Ｃ２）の少なくとも１つ、好ましくは両方は、少なくとも部分的
、好ましくは全体的に前記第１の基板層内に配置されるフロアパネル。
【請求項２４】
　請求項２３に記載のフロアパネルであって、
　組み合わせが矛盾する特徴を含まない限り、以下の特徴の１つ以上、又は相互遵守のこ
れらの特徴の任意の組み合わせ、及び／又は請求項２３の特徴のいずれかとの組み合わせ
を含み、
－前記第１の基板層は、少なくとも熱可塑性材料を含み、
－前記第１の基板層は、少なくとも、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリウレタン、ポ
リプロピレン又はＰＩＲ、又は前述のものの組み合わせに基づいて作成され、
－前記第１の基板層は、充填合成物質複合物であり、この充填材は、好ましくは、少なく
とも竹、コルク及び／又は木材の１つ又は組み合わせ、及びより詳細には、おがくずなど
のチップ及び／又は繊維及び／又は微粉又は微細繊維の形の前述の材料の組み合わせから
なり、
－前記第１の基板層は、発砲され、
－前記第１の基板層は、独立気泡タイプであり、
－前記第１の基板層は、１つ以上の可塑材を含み、
－前記第１の基板層は、チョーク及び／又は石灰及び／又は滑石などの充填材を含み、
－前記第１の基板層は、好ましくはガラス繊維などの少なくとも１つの補強層を有し、
－前記第１の基板層の厚さは、少なくとも３ｍｍ、好ましくは少なくとも４ｍｍ、及びよ
り好ましくは少なくとも５ｍｍであり、
－前記第１及び／又は第２の基板層は、耐水性に作成され、
－前記第２の基板層は、合成物質系であり、
－前記第２の基板層は、好ましくは柔軟タイプの少なくとも熱可塑性材料を含み、
－前記第２の基板層は、少なくともポリ塩化ビニルなどのビニル、より詳細には柔軟なポ
リ塩化ビニル、ポリエチレン、より詳細には柔軟なポリエチレン、ポリウレタン、ポリプ
ロピレン、ＰＩＲ、又は前述のものの組み合わせによって作成され、
－前記第２の基板層は、実質的に、ベニヤ板、ゴム、リノリウム、紙系又は箔系積層板、
あるいは任意の材料、より詳細にはビニル又は樹脂によって封止されたコルク、竹又はベ
ニヤ板の材料の１つ又は組み合わせからなり、
－前記第２の基板層は、１つ以上の可塑材を含み、
－前記第２の基板層は、チョーク及び／又は石灰などの充填材を含み、
－前記第２の基板層は、好ましくはガラス繊維などの少なくとも１つの補強層を有し、
－前記フロアパネルは、好ましくは第１の基板層のすぐ下に配置された裏地層を有し、前
記裏地層は、例えば、コルク、ゴム及び／又は柔軟な発泡層の材料のうちの１つ以上によ
って作成され、
－前記フロアパネルは、複数の層からなるかならないかはわからないが、最上層を含み、
前記最上層は、好ましくは前記第２の基板層のすぐ上に配置され、及び／又は、前記第２
の基板層は、前記第２の基板層の下側に裏地層を有し、
－前記最上層は、好ましくは印刷の形で、好ましくは箔又は薄膜上に設けられた少なくと
も装飾層を含み、
－前記最上層は、少なくとも半透明又は透明な摩耗層を含み、及び／又はコランダムなど
の耐磨耗性を高めるための硬質粒子を含み、
－前記フロアパネルは、１０ｍｍより小さく、更に良好には約８ｍｍ又は可能な限り薄い
全体厚を有し、
－前記第１の基板層は、段階的に発泡され、前記発泡の程度は、下方向又は上方向ほど大
きくなるフロアパネル。



(16) JP 2019-504226 A 2019.2.14

10

20

30

40

50

【請求項２５】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する垂直方向にアクティブなロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
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－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記上向きロック要素（１３）、前記下向きロック要素（１６）及び前記第１の接触領
域（Ｃ１）の関係接触面は、前記関係接触面を有する前記上向きロック要素（１３）が前
記結合状態においてとる位置は、関係接触面が自由状態でとる位置に対して、ある程度傾
いた位置をとり、また、非結合状態において、前記第１の接触領域の両方の関係接触面は
、前記結合状態において互いに対してあまりずれていないか、ずれていない向きになるよ
うに構成されるフロアパネル。
【請求項２６】
　請求項２５に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第１の接触領域の前記接触面は、結合状態において、互いに一致するか又は互いに
ほぼ一致するフロアパネル。
【請求項２７】
　請求項２５に記載のフロアパネルにおいて、
　前記接触面は、自由状態において、輪郭が互いに重なっているときに、下方向ほど互い
に近づく、言い換えれば、下方向ほど重なりが減少するフロアパネル。
【請求項２８】
　請求項２７に記載のフロアパネルにおいて、
　前記接触面は、実質的に平坦であり、自由状態における前記結合部の前記輪郭が互いに
重なっているときに、各々の前記接触面は、２～１０°の角度差を示すフロアパネル。
【請求項２９】
　請求項２５から請求項２８のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第２の接触領域（Ｃ２）によって決定された前記接線（Ｔ２）は、水平に対して、
６５°より小さく、さらに好ましくは６５°より小さく、さらに好ましくは５５°より小
さく、さらに好ましくは４５～５２°の角度（Ａ２）をなすフロアパネル。
【請求項３０】
　請求項１から請求項２９のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　例えば、協働する接触面が平坦でないときに、前記第２及び第４のロック部が複数の接
線を定義する場合、前記水平に対して最小角度をなす前記第２の接触領域からの接線が得
られるフロアパネル。
【請求項３１】
　請求項１から請求項２９のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　例えば、協働する接触面が平坦でないときに、前記第２及び第４のロック部が複数の接
線を定義する場合、前記第２の接触領域の中間部分によって決定された前記第２の接触領
域からの接線が得られるフロアパネル。
【請求項３２】
　請求項１から請求項３１のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　例えば、協働する接触面が平坦でないとときに、前記第１及び第３のロック部が複数の
接線を定義する場合、前記水平に対して最大角度をなす前記第１の接触領域からの接線が
得られるフロアパネル。
【請求項３３】
　請求項１から請求項３１のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　例えば、協働する接触面が平坦でないときに、前記第１及び第３のロック部が複数の接
線を定義する場合、前記第１の接触領域の中間部分によって決定された前記第１の接触領
域からの接線が得られるフロアパネル。
【請求項３４】
　以下の特徴の１つ以上、又は相互遵守のそのような特徴の任意の組み合わせ、及び／又
は請求項１から請求項３３の何れか１項に記載の特徴のいずれかとの組み合わせを、組み
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合わせが矛盾する特徴を含まない限り含む、請求項１から請求項３３のいずれか１項に記
載のフロアパネルであって、
－前記フロアパネルは、前述の独立請求項及びその従属可能な請求項の特徴の組み合わせ
の２以上の組み合わせで、矛盾する特徴を含まない各組み合わせが検討され、
－前記結合部は、前記フロアパネルに、前記フロアパネルをフォールドダウン式で設置で
きるように実現され、
－前記フロアパネルは長方形であり、前記第１対の対縁部は前記フロアパネルの長辺を形
成し、前記第２対の対縁部は前記フロアパネルの短辺を形成し、
－前記第２対の縁部における前記結合部は、下方へのスナップ動作によって互いに結合さ
せることができ、
－前記第１対及び／又は前記第２対の縁部における前記結合部は、実質的にプロファイル
ド部として、前記フロアパネルの前記材料で、好ましくは実質的又は完全に機械加工によ
って、好ましくは１つ以上のミリング加工によって、例えば、様々な操作角度で有効なミ
リングカッタによって作成され、
－前記第１対及び／又は第２対の縁部における前記結合部は、ミリング加工中に前記フロ
アパネルの外に配置される回転軸を有するミリングカッタによってミリング加工可能なプ
ロファイルド部として作成され、
－前記雄部は、分割されるか分割されず、
－前記第２対の縁部で、分割されるかどうかに関係なく、１つの雄部だけが適用され、
－前記雄部に、前記水平に対して７０°より小さい接線を定義する１つの垂直方向にアク
ティブなロック部だけが存在する一方、７０°以上の接線を有する他の１つ以上の垂直方
向にアクティブなロック部は、実際に前記雄部と、またその前記遠位側にあってもよく、
－前記第２及び／又は第４のロック部及び好ましくは両方の前記接触面は、平坦に各々作
成され、
－前記第２及び／又は第４のロック部の前記接触面と、好ましくはその両方の接触面は、
各々屈曲され、即ち、ここでは、前記第４のロック部の前記接触面は好ましくは凸面であ
り、前記第２のロック部の接触面は平坦又は屈曲し、好ましくは凹面であり、
－前記下側フック形状部（１０）と、より詳細には、そのリップ（１２）とは、弾性的に
屈曲可能及び／又は変形可能であり、
－前記リップの最下部に、凹部が設けられ、好ましくは、前記上向きロック要素（１３）
が弾性的に傾動可能になるように構成され、
－結合状態において、前記雄部に下向き支持点が設けられ、
－前記雄部の下に空間が設けられ、
－前段落で述べた前記凹部及び／又は支持点及び／又は空間は、請求項１から請求項３３
のいずれかで既に述べたように構成され、
－結合状態において、前記下側フック形状部の前記遠位端の背後に空間が設けられ、
－結合状態において、上向きロック要素（１３）の上に空間があり、前記空間は、好まし
くは、前段落で述べた空間と連続に設けられ、
－前述した角度Ａ１は、好ましくは７５°より大きく、より詳細には７７～８５°の間に
あり、更に良好には約８０°であり、
－前述の角度Ａ１は、９０°より小さく、好ましくは８７°より小さく、更に良好には８
５°より小さく、
－前述の角度Ａ２は、４５°を超え、
－前述の角度Ａ２は、７５°より小さく、更に良好には７０°より小さく、更に良好には
６５°より小さく、更に良好には５５°より小さく、更に良好には４５～５２°であり、
あるいは４５°であり、また代替によれば４５°より小さく、
－前記第２の接触領域の前記２つの接触面は、可能な拡張部分を含めて、断面視において
、各々の近接面（Ｓ）の左側と右側とまで延在し、前記近接面は、前記結合されたフロア
パネルの前記上縁部（４１，４２）、又は少なくとも前記フロアパネルが前記上部で一致
する位置を通る垂直面として定義され、
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－前記第２の接触領域の中心点は、前記第１の接触領域の中心点より高い位置に配置され
、
－前記第２の接触領域は、局所接触領域であり、それにより、即ち、前記第２の接触領域
は、前記雄部の全高さに延在せず、より詳細には、この接触領域は、その上端部が前記フ
ロアパネルの前記上側から一定距離に位置するか、その下端部が前記雄部の前記下端部よ
り上の一定距離に位置する状態で配置され、更により詳細には、前記第２の接触ゾーンは
、高さで見て、前記雄部の全高さ、言い換えると、前記雄部の前記最下点と前記フロアパ
ネルの前記上側との間で測定された高さの１／４～３／４に位置することが好ましく、
－前記第１対の縁部及び／又は前記第２対の縁部における前記結合部は、前記フロアパネ
ルの前記材料、より詳細には前記フロアパネルの一部を構成する基板から完全に一体で製
造され、前記第２の接触領域（Ｃ２）の上の前記上側フック形状部の前記遠位端に、下方
能動支持点は全くないか、少なくとも、前記結合状態において、前記水平に対して４５°
より小さい角度をなす接線を定義する支持点がなく、
－前記雄部及び／又は雌部に、傾斜及び／又は丸み部分が形成され、この部分は、フォー
ルドダウン式による結合の際及び／又は平行平面下方動作“plane-parallel downward mo
vement”による結合の際に、その下方動作中に前記雄部が自動的に前記雌部内に導かれる
ように構成され、
－前記第１対及び／又は第２対の縁部における前記結合部は、結合状態において、各々の
フロアパネルを各々の縁部で互いに押し付ける、いわゆるプレテンションが存在するよう
に構成され、これは、好ましくは、重複する輪郭を適用することによって行われ、前記プ
レテンションは、弾性屈曲若しくは弾性圧縮又はこれらの両方の組み合わせなどによる変
形の結果であり、
－前記第２対の縁部における前記結合部に、マジックテープ式ファスナ及び／又は接着接
続はなく、
－前記フロアパネルは、前記第１対及び／又は第２対の縁部上に面取部を有し、
－前記フロアパネルは、前記フロアパネルの前記水平上面から前記面取部までの一体で延
在する最上層及び／又は装飾層を有し、
－前記面取部は彫込みによって形成され、
－前記フロアパネルは、装飾を有する最上層を有し、
－前記フロアパネルは、複数の部分からなるか又はならず、且つ、複数の基板層からなる
か又はならない基板を有し、前記基板、又は複数層の場合には基板層の少なくとも１つの
基板層は、以下の特徴の１つ以上又は任意の組み合わせを、係る組み合わせが矛盾しない
限り実現する材料からなり、
　－発泡又は非発泡、「弾性」又は硬質、可塑材を含むか含まず、木材系又は竹系材料が
、例えば、繊維、チップ、ダスト又はおがくずの形で、充填されているか又はされていな
い、及び／又は、例えば、チョーク、石灰、滑石、石種による土壌充填材などの他の物質
が充填される、又はされていない合成物質系材料、
　－合成物質系材料の大部分は、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さ
く、さらに好ましくは０．０１ｍｍより小さい直径を有する孔及び／又はガス包含物を含
むように細孔で発泡された合成物質系材料、
　－合成物質系開始材料を前記板材の形に押出成形することにより得られる合成物質系材
料であって、好ましい実施形態では、この材料は、好ましくは、前記合成物質系材料の前
記大部分は、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さく、さらに好ましく
は０．０１ｍｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガス包含物を含むように発泡され、
好ましくは細孔を含む合成物質系材料、
　－他の材料と組み合わされるかどうかに関係なく、合成物質系材料を延伸処理によって
延伸させ、それを圧力と場合によっては高温度下で板材の形に固結することによって得ら
れる合成物質系材料であって、好ましい実施形態では、得られた材料は、合成物質系材料
の大部分は、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さく、さらに好ましく
は０．０１ｍｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガス包含物を含むように発泡され、
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好ましくは細孔を含む合成物質系材料、
　－ＰＰ、ＰＥ、ＰＥＴ、ＰＵＲ、ＰＶＣ、ＰＩＲ又は他の適切な合成物質のうちの１つ
からなるか、その物質を主成分にするか、その物質を含む合成物質、
　－可塑材を含む合成物質系材料であって、好ましくは前段落に列挙された材料から選択
された合成物質系材料、
　－例えば、ＭＤＦ、ＨＤＦ、組み立て式の木製パネル、より詳細にいわゆる加工木製パ
ネル、場合によって適合したコア又はエンドストリップを有する木材系材、
　前記フロアパネルは、以下の種類のうちの１つとして作成される、
　－ラミネートフロアパネル、
　－いわゆる「弾性フロアパネル」、
　－ビニルと別の合成物質を主体とする「ＬＶＴ」パネル又は「ＣＶＴパネル」又はその
同等パネル、
　－第１の合成物質系の、好ましくは発泡された基板層と、その上に、ビニル又は別の合
成物質であるかそれを主体とする、好ましくはより薄い第２の基板層とを有するフロアパ
ネル、
　－硬質合成物質系基板を有するフロアパネル。
【請求項３５】
　請求項１から請求項３４のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　逸脱する代替的な実施形態によれば、前記第１対の縁部の前記結合部は、必ずしも回転
動作（Ｒ）によって結合できなくてもよいが、実際には、少なくとも下方動作によって互
いに結合されるように構成されるフロアパネル。
【請求項３６】
　請求項３５に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第１対の縁部にも、結合部にも、前記第２対の縁部に関する請求項１から請求項３
５のいずれか１項に記載された特徴が適用されるフロアパネル。
【請求項３７】
　請求項１から請求項３６のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　逸脱する代替的な実施形態によれば、前記第１の接触領域内に垂直ロックはなく、水平
ロックだけがあるフロアパネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フロアカバーを構成するフロアパネル、より詳細には基礎面上に設置できる
フロアカバーを構成するフロアパネルに関する。
【０００２】
　より詳細には、本発明は、メカニカルな結合部によって、互いに結合できるフロアパネ
ルに関する。
【背景技術】
【０００３】
　本発明の目的は、このようなフロアパネルのフロアカバーが容易に設置できるようにす
ることであるが、同時にまた、フロアカバーに十分な強度が得られ、より詳細には、限ら
れた製造コストを維持する生産技術との組み合わせで、フロアパネル間に十分な強度の接
続を実現できるようにすることである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　主に、本発明は、容易な設置の目標要件を実現できるように、いわゆるフォールドダウ
ン技術“fold-down technique”により設置できるフロアパネルに関する。本明細書では
、２つの縁部、長方形のフロアパネルの場合には概して短縁部は、下方動作によって互い
に接続できなければならず、次に垂直方向のロック“a vertical locking”を行わなけれ
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ばならないことを述べる。良好な垂直方向のロックは、別個の弾性ロックストリップによ
って実現することができる。しかしながら、それらを実現し提供するのは高価である。こ
れらのコストをなくすために、一体の、又は、実質的に一体の結合プロファイルが使用さ
れる。しかしながら、このような一体で実現される結合部は、概してあまり安定しない接
続をもたらし、接続が堅すぎて、フロアパネルが互いに接続できない、又はフロアパネル
が破損することによってのみ接続させることができるのいずれかか、或いは、結合がロッ
ク解除に対してあまり抵抗がないことが知られている。結合の質は、構成細部及び利用材
料に大きく依存すると考えられる。
【０００５】
　そこで、本発明は、結合部の特定の構造的特徴及び／又は材料的特徴及び／又はデザイ
ンを適用することによって、一体の結合部、詳細には一体の垂直方向にアクティブな結合
部を有するフロアパネルによって著しい改善が得られる特徴の幾つかの組み合わせを目的
とする。このような組み合わせは、本発明の複数の独立した態様の基礎となり、それらの
態様は、あらゆる組み合わせにより、このような組み合わせが矛盾しない限り、選択的に
組み合わせることが可能である。２つ以上の態様の組み合わせは、組み合わされた各態様
の全ての特徴が結び付けられるたびに生じることを示唆する。本明細書では、それぞれ得
られた組み合わせが矛盾する特徴を含まない限り、以下に列挙される１０個の態様の間で
、全ての数学的組み合わせが可能であることが明白に強調される。このように、本出願は
、また、請求される主題の可能性のリザーバを構成する。実際には、得られた結合の良好
な作用は、明確に定義された詳細の相互作用にあり、２つ以上の態様の詳細な組み合わせ
を結び付けるたびに、特徴のさらに具体的な組み合わせが得られ、これは更なる改善を意
味する。
【０００６】
　したがって、本発明、言い換えれば、本明細書で後述される態様の各々の独創的な特徴
は、実質的に、それぞれ請求されている手段の組み合わせの複合効果にある。発明者は、
明確に定義された組み合わせが、フォールドダウン方式で設置できるフロアパネルに使用
可能な良好な一体結合をもたらし、それにより、これに関する具体的な説明を常に提供で
きるとは限らないことを述べた。したがって、結合によって達成される利点は、一般に、
改良された結合手段を有する、改善されたフロアパネルにあり、容易な製造の利点は、製
造が容易な結合部品を使用することによって、すなわち、別個の接続部品を使用しないた
めに、フロアパネルがユーザーフレンドリなフォールドダウン方式によって設置できる利
点と、比較的頑丈な結合を提供する利点とが組み合わされる。本明細書において、本発明
は、基本的に、フロアパネルの縁部に明確に定義された特徴を提供し、下方への動作によ
って接続が実現され、基本的に、これらの縁部に適用される特徴の組み合わせは、特に特
異的であり、目標とされる効果に寄与する。発明者は、また、明確に定義された材料と組
み合わされた結合手段の特定の構成が有利であることを発見した。
【０００７】
　このようにして、本発明の以下に記載された態様が導かれる。
【０００８】
　本発明の第１の態様によれば、フロアカバーを構成するフロアパネルに関し、
　このフロアパネルは、第１対の対縁部と、第２対の対縁部と、を有し、
　第１対の対縁部は、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、回転動作によって互いに結合できる
ように構成され、
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　第２対の対縁部は、また、２つのフロアパネルを互いに結合できるようにする結合部を
両方の縁部に有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－第２対の縁部の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁部の一
方の縁部に配置される上向きの下側フック形状部と、反対側の縁部に配置される下向きの
上側フック形状部とで構成され、下側フック形状部は、近位に凹部形状の雌部を定義する
上向きロック要素を有するリップで、上側フック形状部は、雄部を形成する下向きロック
要素を有するリップであり、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、フロアパネルの一方をフロアパネル
の他方に対して下方に動作させることよって互いに結合できるように構成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面によって、雄部と雌部の両側に
配置される、少なくとも第１の接触領域と第２の接触領域とを定義する、垂直方向のアク
ティブロック部を有し、
－上述した垂直方向に左右するロック部は、雄部の両側に、第１のロック部と第２のロッ
ク部とを各々有し、また、雌部の両側に第３のロック部と第４のロック部とを各々有し、
－第１及び第３のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第１の接触領域
を定義し、結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し、
－第２及び第４のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第２の接触領域
を定義し、結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し
、
－雄部は、遠位側と近位側とを有し、第２のロック部は、遠位側に配置され、
－２つの接線は、各々の接触領域から上方に、互いに向けて傾斜し、
　第２対の縁部に、さらに、以下の特徴の組み合わせが存在する、
－第１及び第３のロック部によって定義された接線は、フロアパネルの平面に対して、第
２及び第４のロック部によって定義された接線よりも急勾配、又は、言い換えれば、最初
に言及した接線の水平に対する角度は、次に言及した接線の水平に対する角度より大きく
、
－言及した両方の角度の大きさの差は、少なくとも５°、好ましくは少なくとも１０°で
あり、
－雄部で、且つ第２の接触領域より低い高さに、接触面が設けられ、接触面は、結合状態
において、結合されたフロアパネルの雌部の接触面とともに、雄部の下方向の動きを制限
する支持点を構成し、
－下側フック形状部は、遠位端の遠位側において、垂直方向のアクティブメカニカルロッ
ク部がない。
【０００９】
　この第１の態様によって定義された組み合わせは、結合状態において、第２対の対縁部
で結合が提供されるフロアパネルを提供し、このタイプの結合部は、下方動作によって互
いに結合でき、このタイプの結合部は、特徴の選択された組み合わせの結果として、一方
では、結合が垂直方向に十分に大きいロックを提供するという事実と、他方では、結合部
が十分に滑らかな方法で、互いに結合されるという事実との間で良好な妥協が得られる。
【００１０】
　第２の独立した態様によれば、フロアカバーを構成するフロアパネルに関し、
　このフロアパネルは、第１対の対縁部と、第２対の対縁部と、を有し、
　第１対の対縁部は、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、



(23) JP 2019-504226 A 2019.2.14

10

20

30

40

50

－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々縁部で、回転動作によって互いに結合できるよ
うに構成され、
　第２対の対縁部は、また、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を
両方の縁部に有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－第２対の縁部の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁部の一
方の縁部に配置される上向きの下側フック形状部と、反対側の縁部に配置される下向きの
上側フック形状部とで構成され、下側フック形状部は、近位で凹部形状の雌部を定義する
上向きロック要素を有するリップで、上側フック形状部は、雄部を形成する下向きロック
要素を有するリップであり、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、フロアパネルの一方をフロアパネル
の他方に対して下方動作させることによって互いに結合できるように構成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面によって、雄部と雌部の両側に
配置される、少なくとも第１の接触領域と第２の接触領域とを定義する垂直方向のアクテ
ィブロック部を有し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部の両側に第１のロック部と第２のロッ
ク部とを各々有し、雌部の両側に第３のロック部と第４のロック部とを各々有し、
－第１及び第３のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第１の接触領域
を定義し、結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し、
－第２及び第４のロック部が、２つのフロアパネルの結合状態において、第２の接触領域
を定義し、結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し
、
－雄部は、遠位側と近位側とを有し、第２のロック部は遠位側に配置され、
－２つの接線は、各々の接触領域から上方に、互いに向けて傾斜し、
　また、第２対の縁部は、また、以下の特徴を有する、
－第２のロック部は、下方向への屈曲によって下側遠位面に一体化する接触面を有し、下
側遠位面は、さらに遠位方向に延在し、より詳細には下方向に傾斜される。
【００１１】
　下側遠位面は、遠位方向にさらに遠くに延在するとき、垂直方向の追加ロックが提供さ
れる。これは、特に、例えばＬＶＴフロアパネルなどの合成物質系フロアパネルなど、温
度差によって比較的大きく膨張する、柔軟なフロアパネル及び／又はフロアパネルに有用
である。このような場合、縁部が上方に押され、結合部が互いに引き離されるリスクが高
い。この第２の態様によって、結合部は、全体的に、互いのフロアパネルからあまり滑ら
かに引き離されない。実際には、縁部で変形が生じるが、フロアパネルが再び縮んだ後、
結合部が再び互いに良好に隣接する。他のフロアパネルでも、同様に、結合は有用である
。
【００１２】
　上述した下側遠位面は、実質的に、平坦であることが好ましい。
【００１３】
　さらに、下側遠位面は、水平に対して、所定の角度、又は、平均で見て所定の角度をな
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し、所定の角度は、７５°より大きく、さらに好ましくは°より大きく、さらに好ましく
は８３～８８°であることが好ましい。
【００１４】
　第２の態様によるフロアパネルの最も好ましい実施形態によれば、また、第４のロック
部の接触面の下方で、雌部に、下側近位面が設けられ、下側近位面の表面は、２つのフロ
アパネルの結合状態において、上述した下側遠位面と協働するか、雄部が雌部から上方に
引き出されたときに少なくとも下側遠位面と協働することを特徴とする。
【００１５】
　本発明の第３の独立した態様によれば、フロアカバーを構成するフロアパネルに関し、
このフロアパネルは、第１対の対縁部と、第２対の対縁部とを有し、
　第１対の対縁部は、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的にフロアパネル自体の材料から実現され、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、回転動作によって互いに結合できる
ように構成され、
　第２対の対縁部は、また、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を
両方の縁部に有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－第２対の縁部の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁部の一
方の縁部に配置される上向きの下側フック形状部と、反対側の縁部に配置される下向きの
上側フック形状部とで構成され、下側フック形状部は、近位に凹部形状の雌部を定義する
上向きロック要素を有するリップで、上側フック形状部は、雄部を形成する下向きロック
要素を有するリップであり、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、フロアパネルの一方をフロアパネル
の他方に対して下方動作させることによって互いに結合できるように構成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面によって、雄部と雌部との両側
に配置される、少なくとも第１の接触領域と第２の接触領域とを定義する、垂直方向のア
クティブロック部を有し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部の両側に、第１のロック部と第２のロ
ック部とを各々有し、雌部の両側に、第３のロック部と第４のロック部とを各々有し、
－第１及び第３のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第１の接触領域
を定義し、結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し、
－第２及び第４のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第２の接触領域
を定義し、結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し
、
－雄部は、遠位側と近位側とを有し、第２のロック部は遠位側に配置され、
－２つの接線は、各々の接触領域から上方に、互いに向けて傾斜し、
　また、第２対の縁部は、また、以下の特徴を有する、
－雌部の近位側で、第２の接触領域に、雌部の凹部に対して、上方に且つ内側に傾斜した
近位面が設けられる。
【００１６】
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　第３の態様に関して言及された近位面は、実質的に平坦であり、好ましくは、フロアパ
ネルの上面まで、平坦な上面まで、又はフロアパネルにある面取部の上面まで延在する。
【００１７】
　好ましくは、第３の態様により実現される、このようなフロアパネルは、さらに、近位
面は、水平に対して、７５°より大きく、より好ましくは８０°より大きく、さらに好ま
しくは８３～８８°の角度をなすことを特徴とする。
【００１８】
　また、第２のロック部の接触面に、高位置遠位面が雄部に設けられ、遠位面は、２つの
フロアパネルの結合状態において、上述した近位面と協働するか、雄部が上方に雌形部分
から引き出されたときに、少なくとも近位面と協働することが好ましい。このように、追
加的に垂直方向のロックが提供されることは明らかである。
【００１９】
　雄部は、遠位ダブテール側の中間に局部ロック部が設けられたダブテールを構成するこ
とができる。
【００２０】
　本発明の第４の独立した態様によれば、フロアカバーを構成するフロアパネルに関し、
このフロアパネルは、第１対の対縁部と、第２対の対縁部と、を有し、
　第１対の対縁部は、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、回転動作によって互いに結合できる
ように構成され、
　第２対の対縁部は、また、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を
両方の縁部に有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－第２対の縁部の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁部の一
方の縁部に配置される上向きの下側フック形状部と、反対側の縁部に配置される下向きの
上側フック形状部とで構成され、下側フック形状部は、近位で凹部形状の雌部を定義する
上向きロック要素を有するリップで、上側フック形状部は、雄部を形成する下向きロック
要素を有するリップであり、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、フロアパネルの一方をフロアパネル
の他方に対して下方動作させることによって互いに結合できるように構成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面によって、雄部と雌部の両側に
配置される、少なくとも第１の接触領域と第２の接触領域とを定義する、垂直方向のアク
ティブロック部を有し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部の両側に、第１のロック部と第２のロ
ック部とを各々有し、雌部の両側に、第３のロック部と第４のロック部とを各々有し、
－第１及び第３のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第１の接触領域
を定義し、結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し、
－第２及び第４のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第２の接触領域
を定義し、結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し
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、
－雄部は、遠位側と近位側とを有し、第２のロック部は遠位側に配置され、
－２つの接線は、各々の接触領域から上方に、互いに向けて傾斜し、
　第２対の縁部は、また、以下の特徴を有する、
－第２の接触領域の２つの接触面は、その可能な拡張部分を含めて、断面視で、各々の近
接面の左側と右側まで延在し、近接面は、結合されたフロアパネルの上縁部、又は、少な
くともフロアパネルが上部で互いに一体となる位置を通る垂直面として定義される。
【００２１】
　より詳細には、結合状態において、第２の接触面と第４の接触面との間の有効的な接触
は、垂直面の一方の側面及び他方の側面で行われることが好ましい。
【００２２】
　近接面の両側の第２の接触領域に係る位置決めは、主にいわゆるフォールドダウン方式
によって、各々の結合部を滑らかに結合状態にでき、その一方で、上向きの分離に対する
比較的良好なロックが維持される。
【００２３】
　本発明の第５の独立した態様によれば、フロアカバーを構成するフロアパネルに関し、
このフロアパネルは、第１対の対縁部と、第２対の対縁部と、を有し、
　第１対の対縁部は、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁で、回転動作によって互いに結合できるよ
うに構成され、
　第２対の対縁部は、また、２つのフロアパネルが、互いに結合できるようにする結合部
を両方の縁部に有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内、且つ、各
々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－第２対の縁部の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁部の一
方の縁部に配置される上向きの下側フック形状部と、反対側の縁部に配置される下向きの
上側フック形状部とで構成され、下側フック形状部は、近位で凹部形状の雌部を定義する
上向きロック要素を有するリップで、上側フック形状部は、雄部を形成する下向きロック
要素を有するリップであり、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、フロアパネルの一方をフロアパネル
の他方に対して下方動作させることによって互いに結合できるように構成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面によって、雄部と雌部との両側
に配置される、少なくとも第１の接触領域と第２の接触領域とを定義する垂直方向のアク
ティブロック部を有し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部の両側に、第１のロック部と第２のロ
ック部とを各々有し、雌部の両側に、第３のロック部と第４のロック部とを各々有し、
－第１及び第３のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第１の接触領域
を定義し、結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し、
－第２及び第４のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第２の接触領域
を定義し、結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し
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、
－雄部は、遠位側と近位側とを有し、第２のロック部は遠位側に配置され、
－２つの接線は、各々の接触領域から上方に、互いに向けて傾斜し、
　第２対の縁部は、さらに、以下の特徴を有し、
－雄部で、第２の接触領域より低い高さに、接触面が設けられ、接触面は、結合状態にお
いて、結合されたフロアパネル上の接触面とともに、雄部の下方向のの動きを制限する支
持点を構成し、
－第２の対縁部における結合部は、また、以下の３つの特徴のうちの１つ、又はこれらの
特徴の２つ又は３の任意の組み合わせを有する、
　－遠位端の遠位側で、下側フック形状部は、垂直方向のアクティブメカニカルロック部
がなく、
　－支持点を構成する接触面は、雄部の下側と、下側フック形状部のリップの上側との各
々に配置され、結合状態において、支持点から遠位に、雄部の下側とリップの上側の間に
ある空間が存在し、空間は、好ましくは、支持点から遠位に配置される雄部の全体部分の
下にあり、空間は、好ましくは、リップの上側の部分が支持点より深く配置される、及び
／又は、各々の縁部の断面視において、雄部の幅の少なくとも１／３の距離にわたって拡
張するように構成され、
　－下側フック形状部のリップの下側に、リップの遠位端まで延在し、下方向にリップを
屈曲させる凹部が設けられる。
【００２４】
　第５の態様による構成は、結合部を互いに正確に配置できるようにする。
【００２５】
　本発明の第６の独立した態様によれば、フロアカバーを構成するフロアパネルに関し、
　フロアパネルは、第１対の対縁部と、第２対の対縁部と、を有し、
　第１対の対縁部は、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－結合部分は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で回転動作によって互いに結合できる
ように構成され、
　第２対の対縁部は、また、２つのフロアパネルが、互いに結合できるようにする結合部
を両方の縁部に有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－第２対の縁部の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁部の一
方の縁部に配置される上向きの下側フック形状部と、反対側の縁部に配置される下向きの
上側フック形状部とで構成され、下側フック形状部は、近位で凹部形状の雌部を定義する
上向きロック要素を有するリップで、上側フック形状部は、雄部を形成する下向きロック
要素を有するリップであり、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、フロアパネルの一方をフロアパネル
の他方に対して下方動作させることによって互いに結合できるように構成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面によって、雄部と雌部との両側
にある、少なくとも第１の接触領域と第２の接触領域を定義する垂直方向のアクティブロ
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ック部を有し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部の両側に、第１のロック部と第２のロ
ック部とを各々有し、雌部の両側に、第３のロック部と第４のロック部とを各々有し、
－第１及び第３のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第１の接触領域
を定義し、結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し、
－第２及び第４のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第２の接触領域
を定義し、結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し
、
－雄部は、遠位側と近位側とを有し、第２のロック部は遠位側に配置され、
－２つの接線は、各々の接触領域から上方に、互いに向けて傾斜し、
　第２対の縁部は、さらに、以下の特徴の組み合わせが存在し、
－第２及び第４のロック部の接触面、及びこれらの接触面の可能な拡張部分は、平坦又は
実質的に平坦に作成され、
－第２及び第４のロック部の接触面と、より詳細には、これらにより定義された接線とは
、水平に対して、７０°より大きく、さらに好ましくは、７５°より大きいが、好ましく
は８５°より小さい角度をなし、
－第２及び第４のロック部の接触面、及びこれらの接触面の可能な拡張部分は、上方向に
フロアパネルの上側面より低く配置された位置で終端し、
－第２及び第４のロック部の接触面の上端及びこれらの面の可能な拡張部分から、フロア
パネルの上面まで、外縁部が構成され、外縁部は、接触面よりまっすぐ上方に、好ましく
は垂直又はほぼ垂直に延在し、
－雄部の下縁部に、傾斜部や丸み部などのガイド面が設けられ、ガイド面は、雄部の下方
への移動中に、雌部内に自動的に導かれるように構成される。
【００２６】
　第６の態様による実施形態は、断面視において、第２の接触領域内の接触面が、相対的
に長い距離にわたって互いに協働でき、それにより良好な相互支持が得られるように実現
される。また、第６の態様は、第２の接触領域の接触面が、小さい力で互いの前後に嵌合
できることを可能にし、これは、特に、この目的のために特別な他の手段が提供されない
ときに有用である。
【００２７】
　本発明の第７の独立した態様によれば、フロアカバーを構成するフロアパネルに関し、
　フロアパネルは、第１対の対縁部と、第２対の対縁部と、を有し、
　第１対の対縁部は、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々縁部で、回転動作によって互いに結合できるよ
うに構成され、
　第２対の対縁部は、また、２つのフロアパネルが、互いに結合できるようにする結合部
を両方の縁部に有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－第２対の縁部の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁部の一
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方の縁部に配置される上向きの下側フック形状部と、反対側の縁部に配置される下向きの
上側フック形状部とで構成され、下側フック形状部は、近位で凹部形状の雌部を定義する
上向きロック要素を有するリップで、上側フック形状部は、雄部を形成する下向きロック
要素を有するリップであり、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、フロアパネルの一方をフロアパネル
の他方に対して下方動作させることによって互いに結合できるように構成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面によって、雄部と雌部との両側
に配置される、少なくとも第１の接触領域と第２の接触領域を定義する、垂直方向のアク
ティブロック部を有し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部の両側に、第１のロック部と第２のロ
ック部とを各々有し、雌部の両側に、第３のロック部と第４のロック部とを各々有し、
－第１及び第３のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第１の接触領域
を定義し、結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し、
－第２及び第４のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第２の接触領域
を定義し、結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し
、
－雄部は、遠位側と近位側とを有し、第２のロック部は、遠位側に配置され、
－２つの接線は、各々の接触領域から上方に、互いに向けて傾斜し、
　第２対の縁部に、さらに、以下の特徴を有する、
－下側フック形状部のリップは、各々の縁部に垂直な断面視において、下側フック形状部
の近位端から、上向きロック要素が始まる位置まで延在する部分である第１の長手方向部
と、第１の長手方向部の最遠位の７５％になるように定義された第２の長手方向部とを特
徴とし、リップは、上述した第２の長手方向部内で、少なくとも５％、より良好には少な
くとも１０％、更に良好には少なくとも３０％厚みが低減され、好ましくは、下側フック
形状部の遠位端の遠位側に垂直方向のアクティブロック部がない。
【００２８】
　本明細書における上述した第７の態様は、主に、下側フック形状部のリップの適切な柔
軟さに寄与する。
【００２９】
　本発明の第８の独立した態様によれば、フロアカバーを構成するフロアパネルに関し、
　フロアパネルは、第１対の対縁部と、第２対の対縁部と、を有し、
　第１対の対縁部は、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で回転動作によって互いに結合できるよ
うに構成され、
　第２対の対縁部は、また、２つのフロアパネルが、互いに結合できるようにする結合部
を両方の縁部に有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－第２対の縁部の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁部の一
方の縁部に配置される上向きの下側フック形状部と、反対側の縁部に配置される下向きの
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上側フック形状部とで構成され、下側フック形状部は、近位に凹部形状の雌部を定義する
上向きロック要素を有するリップで、上側フック形状部は、雄部を形成する下向きロック
要素を有するリップであり、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、フロアパネルの一方をフロアパネル
の他方に対して下方動作させることによって互いに結合できるように構成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面によって、雄部と雌部との両側
に配置される、少なくとも第１の接触領域と第２の接触領域とを定義する垂直方向のアク
ティブロック部を有し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部の両側に、第１のロック部と第２のロ
ック部とを各々有し、雌部の両側に、第３のロック部と第４のロック部とを各々有し、
－第１及び第３のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第１の接触領域
を定義し、結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し、
－第２及び第４のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第２の接触領域
を定義し、結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し
、
－雄部は、遠位側と近位側とを有し、第２のロック部は遠位側に配置され、
－２つの接線は、各々の接触領域から上方に、互いに向けて傾斜し、
　第２対の縁部は、さらに、以下の特徴の組み合わせを有し、
－下側フック形状部の下側に、下側の特定の位置から下側フック形状部の端まで延在する
凹部を設け、
－断面視において、特定の位置は、上向きロック要素から近位で、好ましくは上向きロッ
ク要素からフロアパネルの全厚の１／１０を超える水平距離にある。
【００３０】
　第８の態様は、また、下側フック形状部のリップの適切な柔軟さに寄与する。
【００３１】
　本発明の第９の独立した態様によれば、フロアカバーを構成するフロアパネルに関し、
　フロアパネルは、第１対の対縁部と、第２対の対縁部と、を有し、
　第１対の対縁部は、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、回転動作によって互いに結合できる
ように構成され、
　第２対の対縁部は、また、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を
両方の縁部に有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－第２対の縁部の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁部の一
方の縁部に配置される上向きの下側フック形状部と、反対側の縁部に配置される下向きの
上側フック形状部とで構成され、下側フック形状部は、近位に凹部形状の雌部を定義する
上向きロック要素を有するリップで、上側フック形状部は、雄部を形成する下向きロック
要素を有するリップであり、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、フロアパネルの一方をフロアパネル
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の他方に対して下方動作させることによって互いに結合できるように構成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面によって、雄部と雌部との両側
に配置される、少なくとも第１の接触領域と第２の接触領域とを定義する、垂直方向のア
クティブロック部を有し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部の両側に、第１のロック部と第２のロ
ック部とを各々有し、雌部の両側に、第３のロック部と第４のロック部とを各々有し、
－第１及び第３のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第１の接触領域
を定義し、結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し、
－第２及び第４のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第２の接触領域
を定義し、結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し
、
－雄部は、遠位側と近位側とを有し、第２のロック部は、遠位側に配置され、
－２つの接線は、各々の接触領域の上方で、互いに向けて傾斜し、
　フロアパネルは、複合基板を有し、複合基板は、明確な厚みを各々有する少なくとも２
つの基板層、即ち、第１の合成物質系基板層と、好ましくは、第１の合成物質系基板層の
すぐ上にある第２の基板層とで構成され、第２の基板層は、少なくとも０．５ｍｍ、好ま
しくは少なくとも１ｍｍの厚みを有し、複合基板は、また、以下の特徴の１つ又はこれら
の特徴の任意の組み合わせを有し、
－第１の基板層の密度は、第２の基板層の密度とは異なり、好ましくは、第２の基板層は
、第１の基板層より高い密度を有し、
－第１の基板層は発泡され、好ましくは独立気泡タイプのものであり、より好ましくは、
いわゆる硬質発泡タイプのものであり、好ましくは、第２の基板層は、発泡されないか、
第１の基板層より発泡量が少なくされ、
－第１の基板層は、板状に押出成形される、又は延伸処理及び延伸された材料をプレート
に固結させることにより形成され、
－第２の基板層は、押出成形層、又は延伸処理及び延伸された材料の固結により形成され
た層から構成され、
－２つの基板層は、互いに接着されるか、又は、同じ製造プロセスで固結され、後者のプ
ロセスは、例えば、基板の材料間の相互直接接着によるか、又は、例えば少なくとも２層
を有する単一複合塊から形成することによるものであり、
－上述した接触領域の少なくとも１つ、好ましくは両方は、少なくとも部分的、好ましく
は全体的に第１の基板層内に配置される。
【００３２】
　第９の態様は、本明細書で明確に定義された基本材料、即ち本明細書に上述した複合基
板から着手されるように最適化されたフロアパネルを提供し、これにより、第２対の縁部
の各々の結合部は、係る基板に適用されるときに、その利点を最もよく示す。
【００３３】
　第１０の独立した態様によれば、本発明は、フロアカバーを構成するフロアパネルに関
し、
　フロアパネルは、第１対の対縁部と、第２対の対縁部と、を有し、
　第１対の対縁部は、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で回転動作によって互いに結合できるよ
うに構成され、
　第２対の対縁部は、また、２つのフロアパネルが互いに結合できるようにする結合部を
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両方の縁部に有し、
　結合部は、以下の特徴を有し、
－結合部は、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面内で、且つ、
各々の縁部に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面に垂直
にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－第２対の縁部の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁部の一
方の端部に配置される上向きの下側フック形状部と、反対側の縁部に配置される下向きの
上側フック形状部とで構成され、下側フック形状部は、近位に凹部形状の雌部を定義する
上向きロック要素を有するリップで、上側フック形状部は、雄部を形成する下向きロック
要素を有するリップであり、
－結合部は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で、フロアパネルの一方をフロアパネル
の他方に対して下方動作させることによって互いに結合できるように構成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面によって、雄部と雌部との両側
に配置される、少なくとも第１の接触領域と第２の接触領域とを定義する垂直方向のアク
ティブロック部を有し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部の両側に、第１のロック部と第２のロ
ック部とを各々有し、雌部の両側に、第３のロック部と第４のロック部とを各々有し、
－第１及び第３のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第１の接触領域
を定義し、結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し、
－第２及び第４のロック部は、２つのフロアパネルの結合状態において、第２の接触領域
を定義し、結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜接線を定義する接触面を有し
、
－雄形部は、遠位側と近位側とを有し、第２のロック部は遠位側に配置され、
－２つの接線は、各々の接触領域から上方に、互いに向けて傾斜し、
　上向きロック要素、下向きロック要素及び第１の接触領域の関係接触面は、関係接触面
を有する上向きロック要素が、結合状態においてとる位置は、関係接触面が自由状態でと
る位置に対して、ある程度傾いた位置をとり、また、非結合状態において、第１の接触領
域の両方の関係接触面は、結合状態において互いに対してあまりずれていないか、ずれて
いない向きになるように構成されることを特徴とする。これは、結合状態における接触面
が互いにより良好に適応され、より良好に垂直にロックが得られるという利点が得られる
。より具体的には、結合を実現するための必要圧縮力と必要ロック品質との関係が、有利
に影響を受ける。
【００３４】
　好ましい実施形態によれば、第１０の態様のフロアパネルは、以下の特徴を有し、
－第１の接触領域の接触面は、結合状態において、互いに一致するか又は互いにほぼ一致
し、及び／又は、
－接触面は、自由状態において、結合部の輪郭が互いに重なっているとき、下方向ほど互
いに近づく、言い換えれば、下方向ほど重なりが減少し、及び／又は、
－接触面は、実質的に平坦であり、自由状態において、輪郭が重なっているとき、各々の
接触面は、２～１０°の角度差を示し、及び／又は、
－第２の接触領域によって決定された接線は、水平に対して、６５°より小さく、さらに
好ましくは６０°より小さく、さらに好ましくは５５°より小さく、さらに好ましくは４
５～５２°であり、又は、４５°、又は４５°より更に小さい角度をなす。
【００３５】
　第２の接触領域の接線の角度の上述した値は、他の態様による実施形態にも、係る態様
により既に請求された角度値と矛盾しない限り、適用される。
【００３６】
　本明細書で上述した態様のいずれかによるフロアパネルは、更に、本発明によれば、組
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み合わせが矛盾する特徴を含まない限り、以下の特徴のうちの１つ以上、又は相互遵守の
それらの特徴の任意の組み合わせ、及び／又は既に述べた態様の特徴のいずれかとの組み
合わせで有することを特徴とし、
－フロアパネルは、上述した独立請求項及びその従属請求項の特徴の組み合わせの２以上
の組み合わせで、矛盾する特徴を含まない各組み合わせが検討され、
－結合部は、フロアパネルに、フロアパネルをフォールドダウン方式で設置できるように
実現され、
－フロアパネルは長方形であり、第１対の対縁部はフロアパネルの長辺を形成し、第２対
の対縁部はフロアパネルの短辺を形成し、
－第２対の縁部の結合部は、下方へのスナップ動作によって互いに結合させることができ
、
－第１対及び／又は第２対の縁部における結合部は、実質的にプロファイルド部として、
フロアパネルの材料で、好ましくは実質的又は完全に機械加工によって、好ましくは１つ
以上のミリング加工によって、例えば、様々な操作角度で有効なミリングカッタによって
作成され、
－第１対及び／又は第２対の縁部の結合部は、ミリング加工中にフロアパネルの外に配置
される回転軸を有するミリングカッタによってミリング加工可能なプロファイルド部とし
て作成され、
－上述した雄部は、分割されるか分割されず、
－第２対の縁部に、分割されるかどうかに関係なく、１つの雄部だけが適用され、
－上述した雄部に、水平に対して７０°より小さい接線を定義する１つの垂直方向のアク
ティブロック部だけが存在する一方、７０°以上の接線を有する他の１つ以上の垂直方向
のアクティブロック部は、実際に存在してもよく、
－第２及び／又は第４のロック部及び好ましくは両方の接触面は、平坦に各々作成され、
－第２及び／又は第４のロック部の接触面、好ましくは両方の接触面は、各々屈曲され、
第４のロック部の接触面は好ましくは凸部であり、第２のロック部の接触面は平坦又は屈
曲し、好ましくは凹面であり、
－下側フック形状部と、より詳細には、下側フック形状部のリップとは、弾性的に屈曲可
能及び／又は変形可能であり、
－リップの最下部に、凹部が設けられ、好ましくは、上向きロック要素が弾性的に形動可
能になるように構成され、
－結合状態において、雄部に下向き支持点が設けられ、
－雄部の下に空間が設けられ、
－以上の段落で述べた凹部及び／又は支持点及び／又は空間は、上述した独立した態様で
既に述べたように構成され、
－結合状態において、下側フック形状部の遠位端の背後に空間があり、
－結合状態において、上向きロック要素の上方に空間があり、空間は、好ましくは、前段
落で述べた空間と連続的にされ、
－第１の接触領域内の接線の上述した角度は、好ましくは７５°より大きく、より詳細に
は７７～８５°の間にあり、更に好ましくは約８０°であり、
－第１の接触領域内の接線の上述した角度は、９０°より小さく、好ましくは８７°より
小さく、さらに好ましくは８５°より小さく、
－第２の接触領域内の接線の上述した角度は、４５°を超え、場合によっては５０°を超
え、又はさらには５５°を超え、場合によっては約６０°であり、比較的大きい接触面が
適用される場合でも、４５°を超える角度によってパネルを互いにより滑らかに結合でき
、
－第２の接触領域の接線の上述した角度は、７５°より小さく、さらに好ましくは７０°
より小さく、さらに好ましくは６５°より小さく、さらに好ましくは５５°より小さく、
さらに好ましくは４５～５２°であり、代替として、更に４５°以下であり、この角度の
大きさをより小さく選択することによって、接触面が、下方動作中に互いに多少前後に動
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きにくくなるが、利点は、前の段落で列挙された値に反して、垂直ロックがより外れにく
くなるという利点が得られ、発明者は、５５°より小さい角度（例えば、４５°以下）で
も、動作し続け、請求された構成で予想外に良好な結果が得られたことを予想外に発見し
、
－第２の接触領域の２つの接触面は、その可能な拡張部分を含めて、断面視において、各
々の近接面の左側と右側とまで延在し、近接面は、結合されたフロアパネルの上縁部、又
は少なくともフロアパネルが上部で合体する位置を通る垂直面として定義され、
－第２の接触領域の中心点は、第１の接触領域の中心点より高い位置に配置され、
－第２の接触領域は、局所接触領域であり、それにより、即ち、第２の接触領域は、雄部
の全高さにわたって延在せず、より詳細には、この接触領域は、その上端部がフロアパネ
ルの上側から一定距離に位置するか、またその下端部が雄部の下端部より上の一定距離に
位置する状態で配置され、更により詳細には、第２の接触領域は、高さで見て、雄部の全
高さ、言い換えると、雄部の最下点とフロアパネルの上側との間で測定された高さの１／
４～３／４に位置することが好ましく、
－第１対の縁部及び／又は第２対の縁部の結合部は、フロアパネルの材料、より詳細には
フロアパネルの一部分を形成する基板から完全に一体で製造され、第２の接触領域の上の
上側フック形状部の遠位端に、下方能動支持点は全くないか、少なくとも、結合状態にお
いて、水平に対して４５°より小さい角度をなす接線を定義する支持点がなく、
－雄部及び／又は雌部に、傾斜及び／又は丸み部分が形成され、この部分は、フォールド
ダウン方式による結合の際及び／又は平行平面下方動作“plane-parallel downward move
ment”による結合の際に、その下方動作中に雄部が自動的に雌部内に導かれるように構成
され、
－第１対及び／又は第２対の縁部における結合部は、結合状態において、各々のフロアパ
ネルを各々の縁部で互いに押し付ける、いわゆるプレテンションが存在するように構成さ
れ、好ましくは、重複する輪郭を適用することによって行われ、プレテンションは、弾性
屈曲、又は弾性圧縮、或いはこれらの両方の組み合わせなどによる変形の結果であり、
－第２対の縁部における結合部に、マジックテープ式ファスナ及び／又は接着接続はなく
、
－フロアパネルは、第１対及び／又は第２対の縁部上に面取部を有し、
－フロアパネルは、フロアパネルの水平上面から面取部までの一体で延在する最上層及び
／又は装飾層を有し、
－面取部は彫込みによって形成され、
－フロアパネルは、装飾を有する最上層を有し、
－フロアパネルは、複数の部品からなるか又はならず、且つ、複数の基板層からなるか又
はならない基板を有し、基板、又は複数層の場合には基板層のうちの少なくとも１つの基
板層は、以下の特徴の１つ以上又は任意の組み合わせを、係る組み合わせが矛盾しない限
り実現する材料からなり、
　－発泡又は非発泡、「弾性」又は剛性、可塑剤を含むか又は含まず、木材系又は竹系材
料が、例えば、繊維、チップ、ダスト又はおがくずの形で、充填されているか又はされて
ない、及び／又は、例えば、チョーク、石灰、滑石、石種に基づく土壌充填材などの他の
物質が充填されるか、又はされていない合成物質系材料、
　－合成物質系材料の大部分が、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さ
く、さらに好ましくは０．０１ｍｍより小さい直径を有する孔及び／又はガス包含物を含
むように細孔で発泡された合成物質系材料、
　－合成物質系開始材料を板材の形に押出成形することにより得られる合成物質系材料で
あって、好ましい実施形態では、この材料は、好ましくは、合成物質系材料の大部分は、
１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さく、さらに好ましくは０．０１ｍ
ｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガス包含物を含むように発泡され、好ましくは細
孔を有する合成物質系材料、
　－他の材料と組み合わされるかどうかに関係なく、合成物質系材料を延伸処理によって
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押し延ばし、それを圧力と場合によっては高温度下で板材の形に固結することによって得
られる合成物質系材料であって、好ましい実施形態では、得られた材料は、合成物質系材
料の大部分は、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さく、さらに好まし
くは０．０１ｍｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガス包含物を含むように発泡され
、好ましくは細孔を含む合成物質系材料、
　－ＰＰ、ＰＵＲ、ＰＥＴ、ＰＶＣ、ＰＩＲ又は他の適切な合成物質のうちの１つからな
るか、その物質を主成分とするか、その物質を含む合成物質、
　－可塑剤を有する合成物質系材料、
　－例えば、ＭＤＦ、ＨＤＦ、組み立て式の木製パネル、より詳細にはいわゆる加工木製
パネル、場合によって適合したコア又はエンドストラップを有する木材系材料、
－フロアパネルは、以下の種類のうちの１つとして作成される、
　－ラミネートフロアパネル、
　－いわゆる「弾性フロアパネル」、
　－ビニルとは別の合成物質を主体とする「ＬＶＴ」パネル又は「ＣＶＴパネル」又はそ
の同等パネル、
　－第１の合成物質系の、好ましくは発泡された基板層と、その上に、ビニル又は別の合
成物質であるかそれを主成分とする、好ましくはより薄い第２の基板層とを有するフロア
パネル、
－硬質合成物質系材料を有するフロアパネル。
【００３７】
　さらなる特徴は、詳細な説明及び添付の特許請求の範囲から明らかになる。
【００３８】
　添付の従属クレームでは、好ましい実施形態、及び、逸脱した実施形態が述べられる。
【００３９】
　本発明の特徴をより良く示すために、以下では、制限的特徴のない例として、幾つかの
好ましい実施形態が、添付図面に関して述べられる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明によるフロアパネルからなるフロアカバーの一部を表す概略斜視図である
。
【図２】図１中Ｆ２によって示された部分を表す拡大図である。
【図３】図１及び図２のフロアカバーによるフロアパネルを表す上面図である。
【図４】図３中の線ＩＶ－ＩＶにおける断面を表す拡大図である。
【図５】図３中の線Ｖ－Ｖにおける断面を表す拡大図である。
【図６】図４で示す結合部の結合状態の拡大図である。
【図７】図６からの結合部の輪郭を表すさらなる拡大図であるが、近接面における輪郭が
互いに位置決めされる位置では、無負荷状態の結合部の元の輪郭に対して重畳して描かれ
ている。
【図８】本発明の更なる実施形態を表す図である。
【図９】本発明の更なる実施形態を表す図である。
【図１０】本発明の更なる実施形態を表す図である。
【図１１】本発明の別の実施形態を表す図である。
【図１２】本発明の別の実施形態を表す図である。
【図１３】本発明の他の異なる変形例を表す図である。
【図１４】本発明の他の異なる変形例を表す図である。
【図１５】本発明の他の異なる変形例を表す図である。
【図１６】本発明の他の異なる変形例を表す図である。
【図１７】本発明の他の異なる変形例を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
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　図１及び図２に示すように、本発明は、フロアカバーを構成するフロアパネル１に関し
、このフロアパネル１は、第１対の対縁部２，３と、第２対の対縁部４，５と、を有する
。
【００４２】
　図示されたフロアパネル１は、それらの縁部に、いわゆるフォールドダウン方式で相互
に結合されるように構成され、この方式は、それ自体既知の方式であり、フロアパネル１
を互いに第１対の縁部２，３で回転動作Ｒによって結合でき、また、第２対の縁部４，５
で互いに下方動作Ｍによって結合できることにあり、下方動作Ｍは、回転動作Ｒの結果で
あり、したがって、実質的に同時に実現される。本明細書では、フロアパネル１は、それ
らの縁部２，３及び縁部４，５において、最終的に、垂直方向Ｖ及び水平方向Ｈのロック
が得られるように構成され、水平方向Ｈは各々の縁部に垂直である。
【００４３】
　図３から図６に示すように、フロアパネル１は、この目的のために、第１対の縁部２，
３に結合部６，７が設けられ、第２対の縁部に結合部８，９が設けられ、これらの結合部
は、図４から図６に関連して、より詳細に述べられる。
【００４４】
　図５に示すように、第１対の縁部２，３の結合部６，７は、少なくとも、以下の基本的
な特徴を有する。
－結合部６，７は、２つのフロアパネル１の結合状態において、フロアパネル１の平面内
で、且つ、各々の縁部２，３に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステム
ＨＬを有し、
－結合部６，７は、また、２つのフロアパネル１の結合状態において、フロアパネルの平
面に垂直、換言すると垂直方向にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムＶＬ
を有し、
－結合部６，７は、実質的にフロアパネル１自体の材料で実現され、
－結合部６，７は、２つのフロアパネルが、各々の縁部で互いに回転動作Ｒによって結合
されるように構成される。
【００４５】
　図４及び図６に示すように、第２対の縁部４，５の結合部８，９は、少なくとも、以下
の基本的な特徴を有する。
－結合部８，９は、２つのフロアパネル１の結合状態において、フロアパネル１の平面内
で、且つ、各々の縁部４，５に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステム
を有し、
－結合部８，９は、また、２つのフロアパネル１の結合状態において、フロアパネル１の
平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部８，９は、実質的にフロアパネル１自体の材料で実現され、
－第２対の縁部４，５の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁
部の一方の縁部（この実施形態では縁部４）に配置される上向きの下側フック形状部１０
と、反対側の縁部５に配置される下向きの上側フック形状部１１とで構成され、下側フッ
ク形状部１０は、上向きロック要素１３を備え、近位に凹部形状の雌部１４を定義するリ
ップ１２で、上側フック形状部１１は、雄部１７を形成する下向きロック要素１６を有す
るリップ１５であり、
－結合部８，９は、２つのフロアパネル１が、互いに各々の縁部４，５で、フロアパネル
の一方がフロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）することによって結合されるように
構成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、垂直方向のアクティブロック部１８，１９，
２０，２１を有し、垂直方向のアクティブロック部１８，１９，２０，２１は、各々の接
触面２２，２３，２４，２５によって、雄部１７と雌部１４との両側に配置される、少な
くとも第１の接触領域Ｃ１と第２の接触領域Ｃ２とを定義し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部１７の両側２６，２７に第１のロック
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部１８と第２のロック部１９を各々有し、雌部１４の両側２８，２９、言い換えると、雌
部を形成する凹部の両側にある側面に第３のロック部２０と第４のロック部２１とを各々
有し、
－第１及び第３のロック部１８，２０は、２つのフロアパネル１の結合状態において、第
１の接触領域Ｃ１を各々定義し、同時に結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線Ｔ
１を定義する接触面２２，２４を各々有し、
－第２及び第４のロック部１９，２１は、２つのフロアパネル１の結合状態において、第
２の接触領域Ｃ２を各々定義し、同時に結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜
接線Ｔ２を定義する接触面２３，２５を各々有し、
－雄部１７は、遠位側２７と近位側２６とを有し、第２のロック部１０は、遠位側２７に
配置され、
－２つの接線Ｔ１，Ｔ２は、各々の接触領域Ｃ１，Ｃ２から上方に、互いに向けて傾斜す
る。
【００４６】
　図４及び図６に示された縁部４及び縁部５の実施形態は、本発明の第１の態様を実現し
、したがって、図示されたように、第２対の縁部４，５に、さらに、以下の特徴の組み合
わせが存在する。
－第１ロック部１８及び第３のロック部２０によって定義される接線Ｔ１は、フロアパネ
ル１の平面、したがって、フロアパネルが延在している広域平面、即ち通常使用位置、し
たがって水平平面に対して、第２ロック部１９及び第４のロック部２１によって定義され
る接線Ｔ２より急勾配であり、言い換えると、最初に言及した接線Ｔ１が水平となす角度
Ａ１は、次に言及した接線Ｔ２が水平となす角度Ａ２より大きく、
－言及した両方の角度Ａ１及びＡ２の大きさの差、又は、その絶対値の差は、少なくとも
５°、好ましくは、少なくとも１０°であり、
－雄部１７に、第２の接触領域Ｃ２より低い高さに、接触面３０が設けられ、接触面３０
は、結合状態において、結合されたフロアパネルの雌部１４にある接触面３１とともに、
雄部１７の下方への動きを制限する支持点３２を構成し、
－その遠位端３４の遠位側３３で、下側フック形状部１０は、垂直方向のアクティブメカ
ニカルロック部がない。
【００４７】
　縁部２，３及び／又は縁部４，５における結合部は、好ましくは、結合状態において、
結合されたフロアパネル１を、好ましくはその上縁部が互いに近づく状態で互いに押し付
ける、いわゆるプレテンションが実現されるように構成されることに注意されたい。いわ
ゆるプレテンションの特徴は、本明細書で上述又は後述されるように、本発明によるフロ
アパネルの全ての実施形態に適用されることは明らかである。このプレテンションは、様
々な方式で実現でき、好ましくは、結合状態において、弾性屈曲及び／又は弾性圧縮によ
って生成された張力に基づいており、フロアパネルが互いに向けて押圧される引き込み力
が作り出される。図６では、下側リップに弾性屈曲が生じた実施形態が点線で示され、屈
曲したリップは符号１２Ａにより示される。このような屈曲は、結合部８，９を実現する
ことによって、現実には、輪郭のある程度の重なり、言い換えれば断面形状によって、例
えば図７に細い実線で表されたような輪郭８Ａ及び９Ａを適用することによって得られる
。輪郭８Ａ及び９Ａは、非結合状態及び無負荷状態における各々の結合部の形状を表し、
輪郭は、上部で互いに向かい合う。分かるように、輪郭８Ａ及び９Ａは各々、第１ロック
部１８及び第３のロック部２０の高さの重なり（オーバーラップ）があるように形成され
、この重なりによって、結合状態において、図６の１２Ａによって示されるように、下側
リップの弾性屈曲を引き起こす。
【００４８】
　図７の拡大図では、また、導入部分で述べた本発明の個別の第２、第３及び第４の態様
の独特の特徴が、概略的に示される。したがって、これらの３つの態様は、本明細書で図
７によって後述される。
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【００４９】
　第２及び第３の態様は、本明細書で後述されるような別の実施形態に関し、これらの実
施形態は、図７に点線で表される。
【００５０】
　第２の態様によるフロアパネルは、本明細書で上述したように、縁部２，３及び縁部４
，５で、同一の「基本的特徴」を示す。さらに、第２対の縁部４，５は、さらに、以下の
特徴を有する。
－雄部１７の第２のロック部１９は、接触面２３を有し、この接触面２３は、屈曲部３５
によって、下方向に下側遠位面３６に同化し、この遠位面３６は、下方向に、さらに、遠
位方向に延在し、より詳細には、下方向に勾配がつけられる。
【００５１】
　言い換えれば、即ち、屈曲部３５の下に面３６を有する部分が存在し、この部分は、雄
部における遠位ノーズ部として、それ自体が下方向に現れる。屈曲部３５が鋭い屈曲点及
び丸まった屈曲点によって構成されることは明らかである。中間面も、同様に構成される
。
【００５２】
　上述した下側遠位面３６は、実質的に平坦であることが好ましい。
【００５３】
　また、下側遠位面３６は、ある角度をなし、平均的に考えて、水平に対して７５°より
大きく、さらに好ましくは８０°より大きく、さらに好ましくは８３～８８°の角度をな
し、図７と同じような方向に傾斜していることが好ましい。
【００５４】
　第２の態様の好ましい実施形態によれば、第４のロック部２１の接触面２５の下で、下
側近位面３７は雌部１４上に存在し、その面は、２つのフロアパネルの結合状態において
、上述した下側遠位面３６と協働し、少なくとも雄部が雌部から上方に出たときに遠位面
３６と協働する。図７では、面３６及び面３７は、互いにある程度離れて描かれている。
しかしながら、上述した特徴を実現するために、これらの面は、実際には、一致するかほ
ぼ一致し、その結果、結合状態において、面３６は面３７に当接するか、少なくとも、雄
部の上方動作の際に所定の瞬間に接触する。
【００５５】
　第３の態様によるフロアパネルは、本明細書で上述したように、縁部２，３及び縁部４
，５に同じ「基本的特徴」を有する。さらに、第２対の縁部４，５は、以下の特徴を有す
る。
－雌部の近位側で、第２の接触領域Ｃ２の上に、雌部１４の凹部の上部に、内側に傾斜し
た近位面３８が設けられる。
【００５６】
　第３の態様のフロアパネルの好ましい実施形態では、さらに、上述した近位面３８が、
実質的に平坦であり、好ましくは、フロアパネル１の上面３９まで、即ち、図７とに示す
ように、平坦な上面まで、又はフロアパネルにある面取部の上面まで延在することを特徴
とする。
【００５７】
　第３の態様により実現されたフロアパネル１の好ましい実施形態によれば、フロアパネ
ルは、また、以下の特徴のうちの１つ以上を有する。
－近位面３８は、水平に対して７５°より大きく、より好ましくは８０°より大きく、さ
らに好ましくは８３°～８８°の角度をなし、
－第２のロック部の接触面の上に、雄部に高位置遠位面４０が存在し、遠位面４０は、２
つのフロアパネルの結合状態において、上述した近位面３８と協働するか、少なくとも雄
部が雌部から上方向に外れるときに近位面３８と協働する。
【００５８】
　図７において、面３８及び面４０は、互いにある程度離れて描かれている。上述した特
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徴を実現するために、これらの面は、実際には一致又はほぼ一致するか、雄部の上方動作
の際、言い換えると、結合部を互いから上方に引き上げるときに、面４０は面３８と接触
する程度に互いに離れている。
【００５９】
　第３の態様によるフロアパネルの特に好ましい実施形態では、いわば、雄部は、遠位ダ
ブテール側の中間に、凹部形状、又は代替的に突起形状のいずれかの局部ロック部が形成
されるダブテールを形成する。即ち、例えば、図７に関して、面３６及び面４０は、実質
的又は全体的に、その相互延長上にあり、第２のロック部１９は、それらの間に配置され
る。本明細書では、面３７及び面３８もほぼそれらの相互延長上に配置され、各々のダブ
テール形状に従うことが好ましい。次に、また、面３７及び面３８は、結合状態において
、面３６及び面４０と協働し、より詳細には接触することが好ましい。
【００６０】
　第４の態様によるフロアパネルは、また、本明細書で上述したように、縁部２，３及び
縁部４，５、同一の「基本的特徴」を有する。さらに、第２対の縁部４，５は、図４と図
６の実施形態で適用され、また、図７で詳細に示すように、少なくともこの実施形態では
細線で示すように、さらに、以下の特徴を有する。
－第２の接触領域Ｃ２の２つの接触面は、断面視において、可能な限り拡張部分を有し、
各々の近接面Ｓの左側及び右側に延在し、近接面Ｓは、結合されたフロアパネル１の上縁
部４１，４２を通るか、少なくともフロアパネル１が上部で互いに合わさり、したがって
上から見て視覚的に互いに隣接する位置を通る鉛直面として定義される。
【００６１】
　言い換えれば、これは、近接面Ｓは、接触領域Ｃ２を介して、又は、接触面によって形
成された領域、又は拡張部を含む領域を少なくとも介して延在することを意味する。
【００６２】
　好ましくは、近接面は、第２の接触領域、できれば拡張部を含む領域、と、その中間又
はほぼ中間で交差し、言い換えれば、接触領域Ｃ２の中間は、断面視において、近接面又
はほぼ近接面に配置される。さらに、交差は、また、第１の接触領域Ｃ１全体より高い高
さに配置されることが好ましい。
【００６３】
　図４及び図６に表された第２対の縁部４，５の実施形態は、また、これらの縁部に関し
て、第５の態様によって述べられた条件に従う。図４及び図６に示すように、これらの縁
部４，５は、既に述べた基本的特徴とは別に、以下の特徴を有する。
－雄部１７に、第２の接触領域Ｃ２より低い高さに、接触面３０が設けられ、接触面３０
は、結合状態において、結合されたフロアパネルの接触面３１とともに、雄部の下方への
動作を制限する支持点３２を構成し、
－第２対の縁部４，５の結合部８，９は、また、以下の３つの特徴のうちの１つ、又はこ
れらの２つ又は３つの特徴の任意の組み合わせ、例えば、実際には、３つの特徴の全ての
組み合わせを有し、
　－遠位端３４の遠位側３３で、下側フック形状部１０は、垂直方向のアクティブメカニ
カルロック部がなく、
　－支持点３２を構成する接触面３０，３１は、雄部の下側で、且つ、下側フック形状部
１０のリップ１２の上側に各々あり、結合状態において、この支持点３２から遠位に、雄
部の下側とリップの上側の間に空間４３が残り、空間４３は、好ましくは、支持点３２か
ら遠位に配置された雄部の全体部分の下にあり、空間４３は、図示されるように、好まし
くは、リップ１２の上側の部分４４が支持点より深く、各々の縁部の断面視において、雄
部の幅Ｗの少なくとも１／３の距離Ｄ１にわたって延在し、
　－下側フック形状部１０のリップ１２の下側に、凹部４５が存在し、凹部４５は、リッ
プの遠位端まで延在し、且つ、下方向へのリップの屈曲を可能にする。
【００６４】
　図８は、図６の実施形態の変形例を表し、この変形例は、第１及び第５の態様の特徴が
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適用されるが、第２、第３及び第４の態様の特徴は適用されない。
【００６５】
　図９において、第２対の縁部の変形例が示され、その適用によって、本発明の第６の態
様を達成するフロアパネル１が実現される。
【００６６】
　図９に表された縁部４，５は、既に上述した基本的特徴を有することは明らかである。
同様に分かるように、これらの縁部は、また、第６の態様によって必要とされる以下の特
徴の組み合わせを有する。
－第２及び第４のロック部の接触面２３，２５と、これらの面の可能な拡張部分とは、平
坦又は実質的に平坦に作成され、
－第２及び第４のロック部の接触面２３，２５と、より詳細にはそれにより定義された接
線Ｔ２とは、水平に対して７０°より大きく、さらに好ましくは７５°より大きいが、好
ましくは８５°より小さい角度Ａ２をなし、
－第２及び第４のロック部の接触面２３，２５と、これらの面の可能な拡張部とは、フロ
アパネルの上面３９より低い位置Ｌ１で終端し、これらの位置は互いに一致するか一致せ
ず、
－第２及び第４のロック部の接触面２３，２５の上端から、及びこれらの面の可能な拡張
部とから始まり、フロアパネルの上面３９まで延出される、外縁部４６，４７が形成され
、この外縁部４６，４７は、接触面２３，２５よりもまっすぐ上方に延在し、好ましくは
垂直又はほぼ垂直であり、
－雄部の下縁部に、傾斜部分や丸み部分などのガイド面４８，４９が存在し、ガイド面４
８，４９は、雄部が下方動作中に、雌部内に自動的に導かれるように構成される。
【００６７】
　図９に示すように、第６の態様によるフロアパネルは、その好ましい実施形態において
、同時に第３のロック要素２０としても機能するように構成された上向きロック要素１３
は、弾性的に傾動可能であり、好ましくは、下側フック形状部１０のリップの下側の凹部
４５の存在によって弾性的な傾動がアシストされるという特徴を有する。
【００６８】
　図１から図６に示す実施形態は、また、本発明の第７及び第８の態様の例を構成する。
導入部分で定義される、この第７及び第８の態様と、詳細には、第２の対縁部に必要とさ
れる独特の特徴とは、図６に関してより詳しく説明される。
【００６９】
　第７の態様に関して、既に述べた基本的特徴とは別に、第２対の縁部には、以下の特徴
も存在する。
－下側フック形状部１０のリップ１２は、各々の縁部に直交する断面視において、下側フ
ック形状部１０の近位端から、上向きロック要素１３が始まる位置まで延在する部分であ
る、第１の長手方向部Ｐ１と、第１の長手方向部Ｐ１の最遠位の７５％として定義された
、第２の長手方向部Ｐ２とによって特徴付けられ、リップは、厚みが、上述した第２の長
手方向部Ｐ２内で、少なくとも５％、より好ましくは、少なくとも１０％、更に好ましく
は、少なくとも３０％低減され、また好ましくは、下側フック形状部１０の遠位端３４の
遠位側３３は、垂直方向のアクティブロック部がない。
【００７０】
　第７の態様の好ましい実施形態では、フロアパネルは、さらに、以下の特徴のうちの１
つを有することを特徴とする。
－厚みの低減は、少なくとも、下側フック形状部１０のリップ１２の上側に、より深い部
分、即ち既に述べた部分４４を設けることによって実現され、
－厚みの低減は、少なくとも、下側フック形状部１０のリップ１２の下側に凹部４５を設
けることによって実現され、
－厚みの低減は、少なくとも、前段落で述べた両方の手段によって実現され、好ましくは
断面と各々の縁部に垂直な方向に、上述したより深い部分４４と凹部４５とのオーバーラ
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ップがある。
【００７１】
　さらに、また、角度Ａ１及びＡ２は両方とも、例でも適用されるように、５０°より大
きいことが好ましい。
【００７２】
　第８の態様は、図７から図１０の全ての実施形態でも適用されることに注意されたい。
点線で表した面３６及び面３７を利用する図７の変形例は、さらに、導入部分で述べた特
徴を有し、雌部１４と雄部１７とは、両側に、ダブテール部として構成される部分をとも
に有し、ダブテール部は、好ましくは、少なくとも部分的に互いに反対側に配置され、言
い換えれば、同じ高さ幅にわたって少なくとも部分的に延在する。
【００７３】
　再び図６を参照すると、この実施形態が、また、第８の態様により必要とされる特徴の
特定の組み合わせを有することは明らかであり、即ち、
－下側フック形状部１０の下面に、下面の特定の位置Ｌ２から下側フック形状部１０の端
まで延在する凹部４５が設けられ、
－断面視において、上記位置Ｌ２は、上向きロック要素１３から近位で、好ましくは上向
きロック要素１３から、フロアパネル１の全厚の１／１０を超える水平距離Ｈ１に配置さ
れる。
【００７４】
　第８の態様の好ましい実施形態において、フロアパネル１は、好ましくは、図示された
ように、凹部４５が、フロアパネルの実際の下面に対して窪んだ凹部５０と、実際の下面
と凹部５０の間に配置され、段階的に移行する移行部分５１とからなることを特徴とする
。
【００７５】
　図１０において、本発明の第９の態様により実現されるフロアパネル１が表されている
。縁部２，３及び縁部４，５で、フロアパネルは、本明細書で既に上述したような「基本
的特徴」を有する。さらに、フロアパネル１は、複合基板５２を含み、複合基板５２は、
明確に定義された厚みＴＨ１，ＴＨ２を各々有する、少なくとも２つの基板層５３，５４
、即ち、第１の合成物質を利用した基板層５３と、好ましくは、基板層５３のすぐ上に配
置される第２の基板層５４とから構成され、第２の基板層５４は、少なくとも０．５ｍｍ
、好ましくは少なくとも１ｍｍの厚みＴＨ２を有し、この複合基板は、また、以下の特徴
のうちの１つ、又は、これらの特徴の任意の組み合わせを有する。
－第１の基板層５３の密度は、第２の基板層５４の密度とは異なり、好ましくは、第２の
基板層５４は、第１の基板層５３より高い密度を有し、
－第１の基板層５３は発泡され、好ましくは独立気泡タイプのものであり、より好ましく
は、いわゆる硬質発泡タイプのものであり、好ましくは、第２の基板層５４は、発泡され
ないか、第１の基板層５３より発泡されず、
－第１の基板層５３は、板状に押出成形されるか、又は、延伸プロセス及び延伸された材
料の板への固結によって形成され、
－第２の基板層５４は、押出成形層、又は延伸プロセス及び延伸された材料の固結によっ
て形成された層からなり、
－２つの基板層５３，５４は、互いに接着されるか、又は、代替的に、同じ製造プロセス
で固結され、後者は、例えば、基板の材料間の互いの直接接着によって、又は、例えば、
少なくとも２層を有する単一複合塊から形成し、
－上述した接触領域Ｃ１，Ｃ２の少なくとも１つ、好ましくは両方は、図１０に明確に示
されているように、少なくとも部分的、好ましくは全体的に第１の基板層５３内に配置さ
れる。
【００７６】
　本明細書で上記に列挙された特徴の２つ、３つ、４つ、５つ又は６つ全ての組み合わせ
が全て、第９の態様により可能であり、特定の組み合わせを除外することなく、全ての数
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学的に可能な組み合わせが検討される。
【００７７】
　第９の態様によるフロアパネルの好ましい実施形態によれば、さらに、本明細書で以下
に列挙される特徴の１つ以上を含み、また、矛盾しない特徴を含まない限り全ての組み合
わせが可能である。
－第１の基板層は、少なくとも熱可塑性材料を含み、
－第１の基板層は、少なくとも、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリウレタン、ポリプ
ロピレン又はＰＩＲ、又は上述のものの組み合わせにより作成され、
－第１の基板層は、充填合成物質複合物であり、この充填材は、好ましくは、竹、コルク
及び／又は木材の１つ又はこれらの組み合わせ、より詳細には、おがくずなど、チップ、
及び／又は、繊維、及び／又は、微粉又は微細繊維の形の上述の材料の組み合わせからな
り、
－第１の基板層は、発泡され、
－第１の基板層は、独立気泡タイプであり、
－第１の基板層は、１つ以上の可塑剤を含み、
－第１の基板層は、チョーク及び／又は石灰及び／又は滑石などの充填材を含み、
－第１の基板層は、好ましくはガラス繊維などの少なくとも１つの補強層を有し、
－第１の基板層は、少なくとも３ｍｍ、好ましくは少なくとも４ｍｍ、より好ましくは少
なくとも５ｍｍの厚みであり、
－第１及び／又は第２の基板層は、耐水性であり、
－第２の基板層は、合成物質系であり、
－第２の基板層は、好ましくは柔軟タイプの熱可塑性材料を少なくとも含み、
－第２の基板層は、少なくともポリ塩化ビニルなどのビニル、より詳細には柔軟ポリ塩化
ビニル、ポリエチレン、より詳細には柔軟ポリエチレン、ポリウレタン、ポリプロピレン
、ＰＩＲ、又は上述したものの組み合わせに基づいて作成され、
－第２の基板層は、実質的に、ベニヤ板、ゴム、リノリウム、紙系又は箔系ラミネートシ
ート、又は代替的に、任意の材料、より詳細にはビニル又は樹脂によって包まれたコルク
、竹又はベニヤ板の材料のうちの１つ又は組み合わせからなり、
－第２の基板層は、１つ以上の可塑剤を含み、
－第２の基板層は、チョーク及び／又は石灰などの充填材を含み、
－第２の基板層は、好ましくはガラス繊維などの少なくとも１つの補強層を有し、
－フロアパネルは、好ましくは第１の基板層のすぐ下に配置された裏地層を有し、裏地層
は、例えば、コルク、ゴム及び／又は柔軟な発泡層の材料のうちの１つ以上によって作成
され、
－フロアパネルは、複数の層からなるかならない最上層を含み、最上層は、好ましくは、
第２の基板層のすぐ上に配置され、及び／又は第２の基板層は、この第２の基板層の下側
に裏地層を有し、
－最上層は、好ましくは印刷の形で、好ましくは箔又は薄膜上に設けられた装飾層を少な
くとも含み、
－最上層は、少なくとも半透明又は透明な摩耗層を含み、及び／又はコランダムなどの耐
磨耗性を高めるための硬質粒子を含み、
－フロアパネルは、１０ｍｍより小さく、更に好ましくは、約８ｍｍ又は場合によっても
っと薄い全体厚を有し、
－第１の基板層は、段階的に発泡され、発泡の程度は、下方向又は上方向に増大する。
【００７８】
　図１１及び図１２は、本発明の第１０の態様を実現するフロアパネルの第２対の縁部を
表している。図１１において、結合部８，９の輪郭が表されており、これらの輪郭は、単
に上縁部が対向する状態で表されているが、非結合状態である。一方、図１２は、同じ縁
部を表しているが、結合状態である。
【００７９】
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　導入部分で述べたように、第１０の態様は、フロアカバーを構成するフロアパネルを提
供し、このフロアパネル１は、図１と図２の説明図と同様に、第１対の対縁部２，３及び
第２対の対縁部４，５を含む。
【００８０】
　また、第１０の態様によれば、第１対の対縁部２，３は、例えば、図５と同様に、２つ
のフロアパネル１を互いに結合できるようにする結合部６，７を有し、これら結合部６，
７は、以下の特徴を有する。
－結合部６，７は、２つのフロアパネル１の結合状態において、フロアパネルの平面内で
、且つ、各々の縁部２，３に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステムを
有し、
－結合部６，７は、また、２つのフロアパネルの結合状態において、フロアパネルの平面
に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部６，７は、実質的に、フロアパネル自体の材料から実現され、
－結合部６，７は、２つフロアパネルが、各々の縁部で互いに回転動作によって結合され
るように構成される。
【００８１】
　また、第１０の態様によれば、第２対の対縁部４，５は、また、両方の縁部に、２つの
フロアパネル１が、互いに結合できるようにする結合部８，９を有し、これらの結合部８
，９は、以下の特徴を有する。
－結合部８，９は、２つのフロアパネル１の結合状態において、フロアパネル１の平面内
で、且つ、各々の縁部４，５に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステム
を有し、
－結合部８，９は、また、２つのフロアパネル１の結合状態において、フロアパネル１の
平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部８，９は、実質的に、フロアパネル１自体の材料で実現され、
－第２対の縁部４，５の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁
部の一方の縁部（この事例では縁部４）に配置される上向きの下側フック形状部１０と、
反対側の縁部５に配置される下向きの上側フック形状部１１とで構成され、下側フック形
状部１０は、上向きロック要素１３を有し、近位に凹部形状の雌部１４を定義するリップ
１２であり、上側フック形状部１１は、雄部１７を形成する下向きロック要素１６を有す
るリップ１５であり、
－結合部８，９は、２つのフロアパネル１が、互いに各々の縁部４，５で、フロアパネル
の一方をフロアパネルの他方に対して下方動作させることによって結合されるように構成
され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、垂直方向のアクティブロック部１８，１９，
２０，２１を有し、この垂直方向のアクティブロック部１８，１９，２０，２１は、各々
の接触面２２，２３，２４，２５によって、雄部１７と雌部１４の両側にある、少なくと
も第１の接触領域Ｃ１と第２の接触領域Ｃ２とを定義し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部１７の両側２６，２７に第１のロック
部１８と第２のロック部１９とを各々有し、雌部１４の両側２８，２９に、第３のロック
部２０と第４のロック部２１とを各々有し、
－第１及び第３のロック部１８，２０は、２つのフロアパネル１の結合状態において、第
１の接触領域Ｃ１を定義し、結合状態において、少なくとも１つの傾斜接線Ｔ１を定義す
る接触面２２，２４を各々有し、
－第２及び第４のロック部１９，２１は、２つのフロアパネル１の結合状態において、第
２の接触領域Ｃ２を定義し、結合状態において、やはり少なくとも１つの傾斜接線Ｔ２を
定義する接触面２３，２５を各々有し、
－雄部１７は、遠位側２７と近位側２６とを有し、第２のロック部１９は遠位側２７に配
置され、
－２つの接線Ｔ１，Ｔ２は、各々の接触領域Ｃ１，Ｃ２から上方に、互いに向けて傾斜す



(44) JP 2019-504226 A 2019.2.14

10

20

30

40

50

る。
【００８２】
　第１０の態様によれば、フロアパネルは、上向きロック要素１３、下向きロック要素１
６及び第１の接触領域Ｃ１の関係接触面は、関係接触面を有する上向きロック要素１３が
結合状態において取る位置は、接触面が自由状態で取る位置に対してある程度傾いた位置
をとり、また、非結合状態において、第１の接触領域の両方の関係接触面は、結合状態に
おいて互いにあまりずれていないか、ずれていない向きになるように互いにずれて構成さ
れることを特徴とする。これは、図１１及び図１２において明らかに示される。図１１で
は、自由状態における各々の接触面は、互いにずれた向きを有し、図１２の結合状態にお
いては、それらが一致する向きを有し、したがって互いに一致することが明らかに示され
る。
【００８３】
　図１１によれば、上述した接触面は、その自由状態において、その輪郭が互いにオーバ
ーラップしているとき、下方に互いに向けて傾斜し、即ち、言い換えると、下方に向けて
、オーバーラップが小さくなる。
【００８４】
　図示されたように、接触面は実質的に平坦であることが好ましく、また、その自由状態
において、結合部の輪郭が互いに重なっているときに、各々の接触面は、２～１０°の角
度差ＡＤをなすことが好ましい。
【００８５】
　第１０の態様の別の好ましい特徴によれば、上述した第２の接触領域Ｃ２によって決定
された接線Ｔ２は、水平に対して６０°より小さく、さらに好ましくは５５°より小さく
、さらに好ましくは４５～５２°、又は代替的に４５°、及び代替的に４５°より小さい
角度Ａ２をなす。このような角度が小さいほど、より良い嵌合が提供される。第１０の態
様の主な特徴との組み合わせにおいて、これはさらなる相乗効果を提供する。発明者は、
実際に、このような結合は結合が難し過ぎてはならないが、同時に十分なロックを提供で
きなければならないので重要であり、結合において、特定の特徴の組み合わせが、予想外
の好結果を提供することを発見した。
【００８６】
　角度Ａ２のこのような値の使用は、矛盾しない限り、本発明の他の態様との組み合わせ
でも適用することができる。
【００８７】
　第１０の態様によるロック要素１３、即ち、少なくとも各々の接触面が、傾動可能でな
ければならないことは明らかである。この傾動の可能性は、任意の方法で実現することが
できる。好ましくは、この目的で、フロアパネルの下側に凹部４５が設けられるが、他の
方法も除外されない。傾動の可能性は、例えば、材料の弾性の結果としても実現すること
ができる。
【００８８】
　第１０の態様は、一般に、遠位側３３の下側フック形状部１０に垂直方向のアクティブ
メカニカルロック部が設けられているか否かという事実に関して、いかなる要件も含まな
い。したがって、各々が興味深い３つの異なる可能性がある。第１の可能性によれば、図
１１と図１２との実施形態がその例であり、結合状態において、遠位側３３は、結合され
たフロアパネルとの接触がない。この実施形態は、きわめて滑らかな接続を可能にする。
第２の可能性によれば、図１３の実施形態がその例であり、遠位側３３と結合されたフロ
アパネルの隣接側との高さ方向において相互接触３３Ａがあり、各々のフロアパネルは、
そこで、嵌め合い又はクランプの方法で互いに組まれる。本明細書では、支持部３３Ｂに
よって付加的な圧力が提供されてもよく、この付加的な圧力は、結合状態において、基礎
となる床を押圧し、そのようにして、ロック要素１３が上方向に押され、及び／又は、ロ
ック要素１３は側方に傾くことを少なくとも打ち消す力を生成する。この第２の可能性に
よれば、垂直方向のアクティブメカニカルロックがないが、実際に、摩擦によるクランプ
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が作成される。第２の可能性の利点は、傾動可能なロック要素がある程度固定され、それ
により、取り付け状態において、フロアパネルを垂直方向に互いに引き離すために、第１
の接触領域で、より高い抵抗に打ち勝たなければならないことにある。図１４に例を示し
た、第３の可能性によれば、遠位側３３と隣接したフロアパネルとの高さ方向においても
垂直方向のアクティブロック部を設けることができ、垂直方向のアクティブロック部は、
前後で嵌合し、メカニカルロック３３Ｃを達成する。このようにして、追加のロックが得
られる。
【００８９】
　第１０の態様の特徴部分は、よい広い意味で適用することができることに注意されたい
。したがって、本発明は、逸脱する態様を提供し、それにより、いわゆるプッシュロック
又はフォールドダウン結合による第１０の態様の特徴部分が適用され、唯一の要件は、第
１の接触領域に、第１０の態様の特徴部分を実現しなければならない内向きの接触面が設
けられることであり、一方、通常、第２の接触領域がある位置には、垂直方向のロックが
ある場合もない場合もあり、ロックを行う場合、これは任意の種類でよい。図１５及び図
１６は、第２の接触領域の高さ方向にロックを有する他の例を表す。図１７は、上述した
第２の接触領域が、垂直方向のロックがない領域と置き換えられた例を表す。図１５から
図１７は、また、必要に応じて、遠位側３３の高さ方向において追加の垂直方向のアクテ
ィブメカニカルロック３３Ｃを常に設けることが可能であることを示す。
【００９０】
　本発明のフロアパネルは、また、本明細書の以下に列挙する特徴の１つ以上を有するこ
とができる。これらの特徴は、選択して互いに組み合わされてもよく、矛盾する特徴を含
まず、実現可能である限り、全ての可能な組み合わせが考慮される。また、これらの特徴
のいずれか、又は特徴の任意の実現可能な組み合わせが、当然ながら、組み合わせが矛盾
する特徴を含まない限り、上述した態様のいずれか又は、態様の組み合わせのフロアパネ
ルに適用することができる。意図される特徴は、以下の通りである。
－結合部６，７及び結合部８，９は、フロアパネル１に、このようなフロアパネル１を複
数、フォールドダウン方式で設置できるように実現される。
－フロアパネル１は長方形であり、第１対の対縁部２，３はフロアパネル１の長辺を形成
し、第２対の対縁部４，５はフロアパネル１の短辺を形成し、
－第２対の縁部４，５の結合部８，９は、下方へのスナップ動作によって互いに接続でき
、
－第１対及び／又は第２対の縁部にある結合部は、実質的にプロファイルド部分として、
フロアパネルの材料により、好ましくは実質的又は完全に機械加工によって、好ましくは
１つ以上のミリング加工によって、例えば、様々な操作角度で有効なミリングカッタ、さ
らに詳細には、使用中の回転軸がフロアパネルの外部にあるミリングカッタによって作成
され、
－第１対及び／又は第２対の縁部の結合部は、ミリング加工可能なプロファイルド部分と
して作成され、この部分は、ミリング加工中にフロアパネルの外部にある回転軸を有する
ミリングカッタによってミリング加工され、
－上述した雄部１７は、分割されているか分割されておらず、好ましくは、雄部は、ソリ
ッド部であり、したがって、例えば、図４と図６とに示すように、側面２６及び側面２７
の間がソリッドで、分割されておらず、これにより、ロック部１８，１９がしっかり支持
され、代替によれば、雄部は、ソリッドでなく、１つ以上の空間又は凹部で構成されて、
例えば、分割され、このような空間又は凹部の存在は、ロック部１８及び／又はロック部
１９がある程度より弾性的に動作できるという利点を提供し、ひとつ又は他方の可能性は
、利用材料の機能及び／又は所望のロック効果の機能で利用され、－第２対の縁部には、
分割されるかどうかに関係なく、１つの雄部だけが適用され、
－上述した雄部１７に、１つの垂直方向のアクティブロック部１９だけがあり、これは、
結合状態において、水平に対して７０°より小さい接線Ｔ２を定義し、一方、他の１つ以
上の垂直方向のアクティブロック部が実際にあってもよく、言い換えれば、１つ以上のロ
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ック部は、結合状態において、水平に対して７０°以上の角度をなす１本の接線Ｔ１だけ
、或いは複数の接線を定義し、
－第２及び／又は第４のロック部１９，２１の接触面と、好ましくは両方の接触面が、平
坦に各々作成され、
－第２及び／又は第４のロック部の接触面、好ましくは両方の接触面が各々、屈曲され、
本明細書では、第４のロック部の接触面が好ましくは凸面であり、第２のロック部の接触
面は平坦又は屈曲し、好ましくは凹面であり、
－下側フック形状部１０と、より詳細には、そのリップ１２とは、弾性的に屈曲可能、及
び／又は変形可能であり、
－リップの下側に、好ましくは上向きロック要素１３が弾性的に傾動可能になるように構
成された凹部４５が設けられ、
－結合状態において、雄部１７に下向きの支持点３２が設けられ、
－雄部の下に、空間４３が設けられ、
－前段落で述べた凹部４５及び／又は支持点３２及び／又は空間４３は、図面に関して既
に説明されたように構成され、
－結合状態において、下側フック形状部１０の遠位端の背後に空間５５が設けられ、
－結合状態において、上向きロック要素１３の上方に空間５６が設けられ、この空間は、
好ましくは、前段落で述べた空間５５と連続的に設けられ、
－上述した角度Ａ１は、好ましくは７５°より大きく、より詳細には７７～８５°の間で
あり、さらに好ましくは約８０°であり、
－上述した角度Ａ１は、９０°より小さく、好ましくは８７°より小さく、さらに好まし
くは８５°より小さく、
－上述した角度Ａ２は、４５°を超え、
－上述した角度Ａ２は、７５°より小さく、さらに好ましくは７０°より小さく、さらに
好ましくは６５°より小さく、さらに好ましくは５５°より小さく、さらに好ましくは４
５～５２°であり、又は代替的に４５°であるか、さらに別の代替によれば、４５°より
小さく、
－第２の接触領域Ｃ２の２つの接触面、その可能な拡張部分を含む接触面は、断面視にお
いて、各々の近接面Ｓの左側及び右側に延在し、近接面Ｓは、結合されたフロアパネルの
上縁部４１，４２を通るか、少なくともフロアパネルが上部で一体となる位置を通る垂直
面として定義され、
－第２の接触領域Ｃ２の中心点は、第１の接触領域Ｃ１の中心点より高い位置に配置され
、
－第１対の縁部及び／又は第２対の縁部の結合部は、フロアパネル１の材料から、より詳
細にはフロアパネルの一部を構成する基板から完全一体で製造され、
－第２の接触領域Ｃ２の上で、上側フック形状部の遠位端は、下方のアクティブ支持点が
まったくないか、少なくとも、結合状態において、水平に対して４５°より小さい角度を
なす接線を定義する支持点がなく、
－雄部及び／又は雌部に、フォールドダウン方式による接続の間、及び／又は平行平面下
方動作を介した接続の間などの下方動作中に雄部が自動的に雌部内に導かれるように構成
された傾斜及び／又は丸み部分が形成され、これは、ガイド面４８，４９がその例を構成
し、
－第１対及び／又は第２対の縁部の結合部は、結合状態において、各々のフロアパネルを
各々の縁部で互いに押し付けるいわゆるプレテンションが存在するように構成され、これ
は、好ましくは、オーバーラップする輪郭を適用することによって行われ、プレテンショ
ンは、弾性屈曲、弾性圧縮、又は、これらの両方の組み合わせなどの変形の結果であり、
この例は、既に、本明細書で、図６の屈曲リップ１２Ａよってより詳細に上述されており
、
－第２対の縁部にある結合部は、フックアンドループファスナ及び／又は接着接続がなく
、
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－フロアパネルは、第１対及び／又は第２対の縁部上にベベルなどの斜角面を有し、
－フロアパネルは、フロアパネルの水平上面から面取部まで一体で延在する最上層及び／
又は装飾層を有し、
－面取部は彫込みによって形成され、
－フロアパネルは、装飾を有する最上層を有し、最上層は、図中符号５７によって示され
、
－フロアパネルは、基板５２を含み、基板５２は、複数の部材から構成されている又は構
成されていない、複数の基板層５３，５４からなるかならず、基板、又は複数層の場合、
基板層のうちの少なくとも１つの層が、組み合わせが矛盾しない限り、以下の特徴の１つ
以上又は任意の組み合わせを実現する材料からなる。
　－発泡又は非発泡、「弾性」又は硬質、可塑剤を含むか含まず、例えば、繊維、チップ
、ダスト又はおがくずの形で木材系又は竹系材料が充填されている又はされていない、及
び／又は例えば、チョーク、石灰、滑石、石種に基づく土壌充填材などの他の物質が充填
されている又はされていない合成物質系材料、
　－合成物質系材料の大部分が、１ｍｍより小さく、好ましくは０．１ｍｍより小さく、
さらに好ましくは０．０１ｍｍより小さい直径を有する孔及び／又はガス包含物を含み、
即ち、各々の材料の体積の大部分に、より大きい孔が存在せず、及び／又は、平均で孔が
上述した寸法と一致するように発泡された細孔を有する合成物質系材料、
　－合成物質系開始材料を板状に押出成形することによって得られ、好ましい実施形態で
は、上述したように、合成物質系材料の大部分が、１ｍｍより小さく、より好ましくは０
．１ｍｍ小さく、さらに好ましくは０．０１ｍｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガ
ス包含物を含むように発泡され、好ましくは細孔を含む合成物質系材料、
　－他の材料と組み合わされるかどうかに関係なく、合成物質系開始材料を延伸処理によ
って延伸させ、それを圧力と場合によっては高温度下で板材の形に固結させることによっ
て得られる合成物質系材料であって、好ましい実施形態では、得られた材料は、合成物質
系材料の大部分が、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さく、さらに好
ましくは０．０１ｍｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガス包含物を含むように発泡
され、好ましくは細孔を含む合成物質系材料、
　－ＰＰ、ＰＥ、ＰＥＴ、ＰＵＲ、ＰＶＣ、ＰＩＲ又は他の適切な合成物質のうちの１つ
からなるか、その物質を主成分にするか、その物質を含む合成物質、
　－可塑剤を含む合成物質系材料であって、好ましくは、前段落で列挙された材料から選
択された合成物質系材料、
　－例えば、ＭＤＦ、ＨＤＦ、組み立て式木製パネル、より詳細には、いわゆる加工木製
パネル、場合によって適合したコア又はエンドストリップを有する木材系材料であって、
後者の場合、好ましくは、結合部６及び／又は結合部７が、適合コア又は適合エンドスト
リップで実現され、「適合」は、旧式パネルの場合は、適応材料がコア又は１つ以上のエ
ンドストリップに適用され、本明細書の結合部８及び／又は結合部９を実現するのにより
適した木材系材料、
－フロアパネルは、以下の種類のうちの１つとして作成される、
　－ラミネートフロアパネル、
　－いわゆる「弾性フロアパネル」、
　－ビニルと別の合成物質を主とする「ＬＶＴ」パネル又は「ＣＶＴパネル」又はその同
等パネル、
　－第１の合成物質系の、好ましくは発泡された基板層と、その上に、ビニル又は別の合
成物質又はそれらを主とする、好ましくはより薄い第２の基板層とを有するフロアパネル
、
　－硬質合成物質系材料を有するフロアパネル。
【００９１】
　第１対の縁部２，３の垂直方向のアクティブロックシステムＶＬと、水平方向のアクテ
ィブロックシステムＨＬとは、任意の方式で実現できることに注意されたい。しかしなが
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ら、好ましくは、この目的のため、図５に示すように、垂直方向のアクティブロックシス
テムＶＬは、舌状部５８と溝部５９を使用し、この溝部は、好ましくは、下側リップ６０
と上側リップ６１とに隣接する。水平方向のアクティブロックシステムには、舌状部と溝
部を備え、結合状態において、互いに前後で引っかかるロック部６２ロック部６３が使用
される。本明細書では、下側リップ６０は、上側リップ６１より遠位方向に延在し、ロッ
ク部分６３は、また、上側リップ６１の遠位端より先に配置されたロック面を有すること
が好ましい。
【００９２】
　さらに、図６の実施形態では、第４のロック部２１が、雌部の壁にほぼ三角形のノーズ
形状の突出部として実現されることに注意されたい。本明細書では、第２の接触領域Ｃ２
に他の形のロック部が除外されないことにも注意されたい。したがって、例えば、当該の
ロック部は、各々、例えば、丸みのある突出部と協働する、好ましくはやはり丸みのある
凹部として実現することができる。図７に、その２つの可能な実施形態が概略的に示され
る。第１の可能性によれば、ロック部は、互いに嵌まる丸みのある部分として実現され、
この丸みのある部分は、雄部に向けて、より詳細には線６５に従って屈曲される。代替に
よれば、これは、例えば線６６によって示されるように、雄部に対して外方に曲げられる
。特徴の全ての組み合わせが可能であることを考慮して、この特徴が、さらに、第２及び
／又は第３及び／又は第４の態様の特定の特徴と組み合わせることが可能であることは明
らかである。
【００９３】
　逸脱する代替的な実施形態によれば、第１対の縁部にある結合部は、必ずしも回転動作
によって結合できなくてもよいが、実際には、少なくとも下方動作によって互いに結合さ
れるように構成されることに注意されたい。その場合、第１対の縁部に、やはり、第２対
の縁部に関して、以上の請求項で請求されたような特徴を有する結合部が適用される。両
方の対の縁部にある結合部は、互いに同一に作成することができる。また、係るフロアパ
ネルは、下方動作によって、床に対して面平行に、まわりのフロアパネルに結合される。
しかしながら、これは、ずれの実施形態であるが、本発明は、その利点を、フォールドダ
ウン方式によって設置できるフロアパネルによって最もよく表していることに注意された
い。
【００９４】
逸脱する代替的な実施形態によれば、この実施形態は、好ましくは、実際にはフォールド
ダウン方式との組み合わせで適用されるが、第１の接触領域に、垂直ロックがなく、即ち
垂直方向のアクティブメカニカルなロックがなく、水平ロックだけが存在する。即ち、第
１の接触領域Ｃ１内の接触面は、垂直であるか、雄ロック部から見て、下から上に向かっ
て外方向に傾斜されている。このような逸脱は、上述した態様による上述した実施形態の
各々に統合でき、それにより新しい態様が得られる。また、少なくとも得られた組み合わ
せのいくつかは、新規で独創的なままである。
【００９５】
　本発明によれば、用語「接線」は、いくつかの異なる方向で解釈される。一般に、これ
により、線は、２つの協働する接触面の間の正接であると理解されるべきであり、この接
線が検討される場所は任意でよいが、通常、この位置は、平均位置で検討されなければな
らず、即ちしたがって、他の方法で定義されない限り、グローバル接線が検討されなけれ
ばならない。あるいは、本出願によれば、用語「接線」は、また、協働する接触面の方向
、又は平均若しくはグローバル方向、又はそのグローバル接線によって置き換えられる。
【００９６】
　代替により適用される接線の、逸脱する定義又はより具体的な定義は、以下の通りであ
る。
－第２及び第４のロック部が複数の接線を定義するとき、例えば、協働する接触面が平坦
でないので、水平と最小角度をなす第２の接触領域からの接線が得られる。
－第２及び第４のロック部が複数の接線を定義するとき、例えば、協働する接触面が平坦
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でないので、第２の接触領域の中間によって決定される第２の接触領域からの接線が得ら
れる。
－第１及び第３のロック部が、複数の接線を定義するとき、例えば、協働する接触面が平
坦でないので、水平と最大角度をなす第１の接触領域からの接線が得られる。
－第１及び第３のロック部が、複数の接線を定義するとき、例えば、協働する接触面が平
坦でないので、第１の接触領域の中間によって決定される第１の接触領域からの接線が得
られる。
【００９７】
　さらに、用語「雄部の遠位側及び雌部の近位側」は、通常、これらの側で、フロアパネ
ルの上側までの拡張部を含むことに注意されたい。
【００９８】
　接触面と接触領域によって線接触も解釈でき、接触面又は接触領域は、基本的に、結合
状態において、場合によって荷重がある状態で、実際の接触が生じる場所である。接触面
の拡張部について述べると、面の実際の拡張部が、実際の接触がある特定の場所の隣りに
あることを理解することができる。この場合、これは、理論的に存在しない拡張部に関連
しない。
【００９９】
　「互いにすぐ上に配置される基板層」とは、場合によって、これらの層又は補強フリー
ス、例えば、ガラスフリースなどのような薄層の間に、接着剤が存在することを除外しな
い。
【０１００】
　実質的にフロアパネルの材料から製造された結合部は、少なくとも実質的構成要素が、
フロアパネルの材料から一体で形成されること、及び少なくとも全てのロック部とロック
要素とが、フロアパネルの材料から一体で実現されることを意味する。言い換えると、こ
れは、弾性的に屈曲できるロックストリップ、例えば、名称「Ｍｕｌｔｉｆｉｔ」や「５
Ｇ」などで知られるようなストリップ、などの別個のロックストリップは適用されないこ
とを意味する。以上のことは、例えば、本発明により適用される結合部が、被覆などを有
することを除外しない。以上のことは、また、結合部が、エッジストリップで一体で形成
されることを除外せず、このエッジストリップは、特別に選択された材料からなり、例え
ば、いわゆる加工木製パネルの製造から知られるような、フロアパネルの基材の縁部に設
けられるものである。
【０１０１】
　参照記号Ｖ及びＨは、垂直及び水平方向を表す。
【０１０２】
　特定の特徴によれば、接触領域Ｃ２の中間は、フロアパネルの上側より下に垂直距離Ｖ
Ｄ２に配置され、これは、フロアパネルの全厚ＴＨＰに、少なくとも０．２５、より好ま
しくは少なくとも０．２８、さらに好ましくは少なくとも０．３０を乗算したものである
。副次的には、接触領域Ｃ２の中間は、厚さＴＨＰに、少なくとも０．３５、さらに好ま
しくは、少なくとも０．４０を乗算した、下側からの距離ＶＤ１にあることが好ましい。
これは、特に、５ｍｍ以下の薄いフロアパネル、及び／又は「弾力性」タイプのフロアパ
ネル、より詳細にはＬＶＴなどで有効である。この概念は、また、縁部の上述した「基本
的特徴」だけを利用して独立に適用することができる。
【０１０３】
　接線Ｔ１及びＴ２は、各々の接触領域から互いに向けて傾斜するという上述した条件に
より、各接線が、上向きに互いに交差するだけでなく、この交差が、第１の接触領域を通
る垂直面と第２の接触領域を通る垂直面の間にあることも意味することは明らかである。
言い換えれば、これは、同一断面で、上から下の接線のひとつが左側に傾斜する一方で、
他の接線は右側に傾斜することを意味する。
【０１０４】
　本発明は、少なくとも、長方形又は正方形のフロアパネル、従来の設置パターン又は特
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【０１０５】
　「遠位端の遠位側にある下側フック形状部は、垂直方向のアクティブメカニカルロック
部がない」と記載されるとき、これは、上方向の分離を防ぐ、互いに前後に嵌合又は位置
する「メカニカルな」部分がないことを意味することは明らかである。本明細書では、い
ずれにしても、各々の実施形態で示すように、実際に摩擦接触が可能であるが、接触が全
く存在しないことが好ましい。
【０１０６】
　本発明は、フロアカバーを構成する比較的薄いフロアパネル、例えば、４ｍｍ、又はも
っと薄いフロアパネル、或いはもっと厚いフロアパネルに適用することができる。
【０１０７】
　全ての実施形態から推理されるように、これは、常に、静止位置において、第２の対縁
部にある結合部が輪郭を定義する実施形態に関連し、この輪郭が、互いに向けられるとき
に、第１及び第３のロック部で互いに垂直方向に上下に位置し、したがって、これは、例
えば米国特許第９，２６０，８７０号明細書から知られるような、最初にアクチュエータ
によって位置が移動されなければならないロック部に関するものではない。
【０１０８】
　言い換えれば、第１及び第３のロック部は、それら接触面で輪郭を定義し、これら輪郭
は、下側フック形状部自体のスナップ効果によってのみ互いに嵌合する。
【０１０９】
　さらに言い換えると、下側フック形状部が適用され、その上向きロック要素１３が、結
合の過程で弾性的に前進及び後退し、より詳細には、雌部は、まず押圧されて開き、その
後で弾性的に閉じられる。
【０１１０】
　しかしながら、このことは、３３Ｂなどの追加の支持部が、最終的に閉じた状態で、弾
性的に後退動作することを更に防ぐために、それ自体の弾性によって閉じるロック要素１
３に付加的に適用されることを除外しない。そのような支持部３３Ｂは、アクチュエータ
としてではなく、追加ロックとしてのみ機能する。
【０１１１】
　本発明は、本明細書で上述され、また図に表された実施形態に決して限定されず、これ
に反して、そのようなフロアパネルは、本発明の範囲から逸脱することなく、様々な変形
物によって実現することができる。
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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月21日(2018.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
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１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部（４，５）に、さらに、以下の特徴の組み合わせが存在する、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）によって定義された前記接線（Ｔ１）は、
前記フロアパネル（１）の前記平面に対して、前記第２及び第４のロック部（１９，２１
）によって定義された接線（Ｔ２）よりも急勾配、又は、言い換えれば、最初に言及した
接線（Ｔ１）の前記水平に対する角度（Ａ１）は、次に言及した接線（Ｔ２）の前記水平
に対する角度（Ａ２）より大きく、
－言及した両方の角度（Ａ１，Ａ２）の大きさの差は、少なくとも５°、好ましくは少な
くとも１０°であり、
－前記雄部（１７）で、且つ前記第２の接触領域（Ｃ２）より低い高さに、接触面（３０
）が設けられ、前記接触面（３０）は、結合状態において、前記結合されたフロアパネル
の前記雌部（１４）の接触面（３１）とともに、前記雄部（１７）の下方向の動きを制限
する支持点（３２）を構成し、
－前記下側フック形状部（１０）は、遠位端（３４）の遠位側（３３）において、垂直方
向のアクティブメカニカルロック部がないフロアパネル。
【請求項２】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
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前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部（４，５）は、また、以下の特徴を有する、
－前記第２のロック部（１９）は、下方向への屈曲によって下側遠位面（３６）に一体化
する接触面（２３）を有し、前記下側遠位面（３６）は、下方向に、さらに遠位方向に延
在し、より詳細には下方向に傾斜されるフロアパネル。
【請求項３】
　請求項２に記載のフロアパネルにおいて、
　前記下側遠位面（３６）は、実質的に平坦であるフロアパネル。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３に基材のフロアパネルにおいて、
　前記下側遠位面（３６）は、水平に対して、所定の角度又は、平均で見て所定の角度を
なし、前記所定の角度は、７５°より大きく、さらに好ましくは８０°より大きく、さら
に好ましくは８３～８８°であるフロアパネル。
【請求項５】
　請求項２から請求項４のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第４のロック部（２１）の接触面（２５）の下方で、下側近位面（３７）が前記雌
部（１４）に設けられ、前記下側近位面（３７）の表面は、２つの前記フロアパネルの結
合状態において、前記下側遠位面（３６）と協働するか、前記雄部が前記雌部から上方に
引き出されたときに少なくとも前記下側遠位面（３６）と協働するフロアパネル。
【請求項６】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
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　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、



(58) JP 2019-504226 A 2019.2.14

－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部（４，５）は、また、以下の特徴を有する、
－前記雌部の前記近位側で、前記第２の接触領域（Ｃ２）に、前記雌部（１４）の前記凹
部に対して、上方に且つ内側に傾斜した近位面（３８）を設けたフロアパネル。
【請求項７】
　請求項６に記載のフロアパネルにおいて、
　前記近位面は、実質的に平坦、好ましくは、前記フロアパネル（１）の上面（３９）ま
で、即ち前記平坦な上面又は前記フロアパネルに設けられた面取部の上面まで延在するフ
ロアパネル。
【請求項８】
　請求項６又は請求項７に記載のフロアパネルにおいて、
　前記近位面は、水平に対して、７５°より大きく、より好ましくは８０°より大きく、
さらに好ましくは８３～８８°の角度をなすフロアパネル。
【請求項９】
　請求項６から請求項８のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第２のロック部の前記接触面に、高位置遠位面（４０）が前記雄部に設けられ、前
記遠位面（４０）は、２つの前記フロアパネルの結合状態において、前記近位面（３８）
と協働するか、前記雄部が上方に前記雌部から引き出されたときに、少なくとも前記近位
面（３８）と協働するフロアパネル。
【請求項１０】
　請求項６から請求項９のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　前記雄部は、遠位ダブテール側の中間に局部ロック部が設けられたダブテールを構成す
るフロアパネル。
【請求項１１】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互い結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
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－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２,２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部は、また、以下の特徴を有する、
－前記第２の接触領域の２つの前記接触面は、その可能な拡張部分を含めて、断面視で、
前記各々の近接面（Ｓ）の左側と右側まで延在し、前記近接面は、前記結合されたフロア
パネルの上縁部（４１，４２）、又は、少なくとも前記フロアパネルが上部で互いに一体
となる位置を通る垂直面として定義されるフロアパネル。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のフロアパネルにおいて、
　前記近接面は、場合によっては拡張部分を含めて、前記第２の接触領域の中間又はほぼ
中間で交差するフロアパネル。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のフロアパネルにおいて、
　前記交差は、前記第１の接触領域全体が配置される高さより高い位置にあるフロアパネ
ル。
【請求項１４】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
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向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互い結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１１）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部は、また、以下の特徴を有する、
－前記雄部（１７）で、前記第２の接触領域（Ｃ２）より低い高さに、接触面（３０）が
設けられ、前記接触面（３０）は、結合状態において、結合された前記フロアパネル（１
）上の接触面（３１）とともに、前記雄部の下方向の動きを制限する支持点（３２）を構
成し、
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－前記第２対の縁部（４，５）における前記結合部（８，９）は、また、以下の３つの特
徴のうちの１つ、又はこれらの特徴の２つ又は３つの任意の組み合わせを有する、
　－遠位端（３４）の前記遠位側（３３）で、前記下側フック形状部（１０）は、垂直方
向のアクティブメカニカルロック部がなく、
　－前記支持点（３２）を構成する前記接触面（３０，３１）は、前記雄部の下側と、前
記下側フック形状部（１０）の前記リップ（１２）の上側との各々に配置され、結合状態
において、前記支持点（３２）から遠位に、前記雄部の前記下側と前記リップの前記上側
の間にある空間（４３）が存在し、前記空間は、好ましくは、前記支持点（３２）から遠
位に配置される前記雄部の全体部分の下にあり、前記空間（４３）は、好ましくは、前記
リップ（１２）の上側の部分（４４）が前記支持点より深く配置される、及び／又は前記
空間（４３）は、各々の縁部の断面視において、好ましくは、前記雄部の幅（Ｗ）の少な
くとも１／３の距離（Ｄ）にわたって拡張するように構成され、
　－前記下側フック形状部（１０）の前記リップ（１２）の下側に、前記リップの遠位端
まで延在し、且つ、下方向にリップを屈曲させる凹部が設けられるフロアパネル。
【請求項１５】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互い結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
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によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部には、さらに、以下の特徴の組み合わせが存在する、
－前記第２及び第４のロック部の前記接触面（２３，２５）、及びこれら接触面の可能な
拡張部分は、平坦又は実質的に平坦に作成され、
－前記第２及び第４のロック部の前記接触面（２３，２５）と、より詳細には、これらに
より定義された接線（Ｔ２）とは、水平に対して、７０°より大きく、さらに好ましくは
、７５°より大きいが、好ましくは８５°より小さい角度（Ａ２）をなし、
－前記第２及び第４のロック部の前記接触面（２３，２５）、及びこれらの接触面の可能
な拡張部分は、上方向に前記フロアパネルの上面（３９）より低い位置にある位置（Ｌ１
）で終端し、
－前記第２及び第４のロック部の前記接触面（２３，２５）の上端及びこれらの面の可能
な拡張部分から、前記フロアパネルの前記上面（３９）まで、外縁部（４６，４７）が構
成され、外縁部（４６，４７）は、前記接触面（２３，２５）よりもまっすぐ上方に、好
ましくは垂直又はほぼ垂直に延在し、
－前記雄部の下縁部に、傾斜部や丸み部などのガイド面（４８，４９）が設けられ、前記
ガイド面（４８，４９）は、前記雄部の下方への移動中に、前記雌部内に自動的に導かれ
るように構成されるフロアパネル。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のフロアパネルにおいて、
　第３のロック部（２０）としても同時に機能するように構成された前記上向きロック要
素（１３）は、弾性的に傾動可能であり、好ましくは前記下側フック形状部（１０）の前
記リップの前記下側の凹部（４５）の存在によって弾性的な傾動が補助されるフロアパネ
ル。
【請求項１７】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
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－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互い結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部（４，５）に、さらに、以下の特徴を有する、
－前記下側フック形状部（１０）の前記リップ（１２）は、前記各々の縁部に垂直な断面
視において、前記下側フック形状部（１０）の近位端から、前記上向きロック要素（１３
）が始まる位置まで延在する部分である第１の長手方向部（Ｐ１）と、前記第１の長手方
向部（Ｐ１）の最遠位の７５％になるように定義された第２の長手方向部（Ｐ２）とを特
徴とし、前記リップは、前記第２の長手方向部（Ｐ２）内で、少なくとも５％、好ましく
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は少なくとも１０％、さらに好ましくは少なくとも３０％、厚みが低減され、好ましくは
、前記下側フック形状部（１０）の前記遠位端（３４）の前記遠位側（３３）に垂直方向
のアクティブロック部がないフロアパネル。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のフロアパネルにおいて、
　以下の特徴のいずれか１つをさらに有する、
－前記厚みの減少は、少なくとも、前記下側フック形状部（１０）の前記リップ（１２）
の前記上側に、より深い部分（４４）を設けることによって実現され、
－前記厚みの減少は、少なくとも、前記下側フック形状部（１０）の前記リップ（１２）
の前記下側に、凹部（４５）を設けることによって実現され、
－前記厚みの減少は、少なくとも、前段落で述べた両方の手段によって実現され、好まし
くは、断面と、各々の縁部に垂直な方向とに、前記より深い部分（４４）と前記凹部４５
とがオーバーラップすることによって実現されるフロアパネル。
【請求項１９】
　請求項１７又は請求項１８に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第１及び第２の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）の前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、両方とも、
水平に対して５０°より大きい角度（それぞれＡ１，Ａ２）で延在するフロアパネル。
【請求項２０】
　請求項１７から請求項１９のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　前記雌部（１４）及び前記雄部（１７）は、両側に、一緒にダブテール部として構成さ
れる部分を有し、前記部分は、好ましくは互いに対して少なくとも部分的に対向するよう
に配置され、言い換えれば、同じ高さ区間にわたって少なくとも部分的に延在するフロア
パネル。
【請求項２１】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
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、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記第２対の縁部は、さらに、以下の特徴の組み合わせを有する、
－前記下側フック形状部（１０）の下側に、前記下側の特定の位置（Ｌ２）から前記下側
フック形状部（１０）の端まで延在する凹部（４５）を設け、
－断面視において、前記位置（Ｌ２）は、前記上向きロック要素（１３）から近位で、好
ましくは前記上向きロック要素（１３）から、前記フロアパネル（１）の全厚の１／１０
を超える水平距離（Ｈ１）にあるフロアパネル。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のフロアパネルにおいて、
　前記凹部（４５）は、前記フロアパネルの実際の下面に対して窪んだ凹部（５０）と、
前記実際の下面と前記凹部（５０）との間に配置され、段階的に移行する移行部（５１）
とで構成されるフロアパネル。
【請求項２３】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
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を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する、垂直方向のアクティブロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記フロアパネル（１）は、複合基板（５２）を有し、前記複合基板（５２）は、明確
な厚さ（それぞれ、ＴＨ１，ＴＨ２）を各々有する少なくとも２つの基板層（５３，５４
）、即ち、第１の合成物質系基板層（５３）と、好ましくは、第１の合成物質系基板層（
５３）のすぐ上にある第２の基板層（５４）とで構成され、前記第２の基板層（５４）は
、少なくとも０．５ｍｍ、好ましくは少なくとも１ｍｍの厚さ（ＴＨ２）を有し、前記複
合基板は、また、以下の特徴の１つ又はこれらの特徴の任意の組み合わせを有する、
－前記第１の基板層（５３）の密度は、前記第２の基板層（５４）の密度とは異なり、好
ましくは、前記第２の基板層（５４）は、前記第１の基板層（５３）より高い密度を有し
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、
－前記第１の基板層（５３）は発泡され、好ましくは独立気泡タイプのものであり、より
好ましくは、いわゆる硬質発泡タイプのものであり、好ましくは、前記第２の基板層（５
４）は、発泡されないか、前記第１の基板層（５３）より発泡量が少なくされ、
－前記第１の基板層（５３）は、板状に押出成形されるか、又は延伸処理及び延伸された
材料をプレートに固結させることにより形成され、
－前記第２の基板層（５４）は、押出成形層、又は延伸処理及び延伸された材料の固結に
より形成された層から構成され、
－前記２つの基板層（５３，５４）は、互いに接着されるか、又は、同じ製造プロセスで
固結され、後者のプロセスは、例えば、前記基板の材料間の相互直接接着によるか、又は
、例えば少なくとも２つの層を有する単一複合塊から形成することによるものであり、
－前記接触領域（Ｃ１，Ｃ２）の少なくとも１つ、好ましくは両方は、少なくとも部分的
、好ましくは全体的に前記第１の基板層内に配置されるフロアパネル。
【請求項２４】
　請求項２３に記載のフロアパネルであって、
　組み合わせが矛盾する特徴を含まない限り、以下の特徴の１つ以上、又は相互遵守のこ
れらの特徴の任意の組み合わせ、及び／又は請求項２３の特徴のいずれかとの組み合わせ
を含み、
－前記第１の基板層は、少なくとも熱可塑性材料を含み、
－前記第１の基板層は、少なくとも、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリウレタン、ポ
リプロピレン又はＰＩＲ、又は前述のものの組み合わせに基づいて作成され、
－前記第１の基板層は、充填合成物質複合物であり、この充填材は、好ましくは、少なく
とも竹、コルク及び／又は木材の１つ又は組み合わせ、及びより詳細には、おがくずなど
のチップ及び／又は繊維及び／又は微粉又は微細繊維の形の前述の材料の組み合わせから
なり、
－前記第１の基板層は、発砲され、
－前記第１の基板層は、独立気泡タイプであり、
－前記第１の基板層は、１つ以上の可塑材を含み、
－前記第１の基板層は、チョーク及び／又は石灰及び／又は滑石などの充填材を含み、
－前記第１の基板層は、好ましくはガラス繊維などの少なくとも１つの補強層を有し、
－前記第１の基板層の厚さは、少なくとも３ｍｍ、好ましくは少なくとも４ｍｍ、及びよ
り好ましくは少なくとも５ｍｍであり、
－前記第１及び／又は第２の基板層は、耐水性に作成され、
－前記第２の基板層は、合成物質系であり、
－前記第２の基板層は、好ましくは柔軟タイプの少なくとも熱可塑性材料を含み、
－前記第２の基板層は、少なくともポリ塩化ビニルなどのビニル、より詳細には柔軟なポ
リ塩化ビニル、ポリエチレン、より詳細には柔軟なポリエチレン、ポリウレタン、ポリプ
ロピレン、ＰＩＲ、又は前述のものの組み合わせによって作成され、
－前記第２の基板層は、実質的に、ベニヤ板、ゴム、リノリウム、紙系又は箔系積層板、
あるいは任意の材料、より詳細にはビニル又は樹脂によって封止されたコルク、竹又はベ
ニヤ板の材料の１つ又は組み合わせからなり、
－前記第２の基板層は、１つ以上の可塑材を含み、
－前記第２の基板層は、チョーク及び／又は石灰などの充填材を含み、
－前記第２の基板層は、好ましくはガラス繊維などの少なくとも１つの補強層を有し、
－前記フロアパネルは、好ましくは第１の基板層のすぐ下に配置された裏地層を有し、前
記裏地層は、例えば、コルク、ゴム及び／又は柔軟な発泡層の材料のうちの１つ以上によ
って作成され、
－前記フロアパネルは、複数の層からなるかならないかはわからないが、最上層を含み、
前記最上層は、好ましくは前記第２の基板層のすぐ上に配置され、及び／又は、前記第２
の基板層は、前記第２の基板層の下側に裏地層を有し、
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－前記最上層は、好ましくは印刷の形で、好ましくは箔又は薄膜上に設けられた少なくと
も装飾層を含み、
－前記最上層は、少なくとも半透明又は透明な摩耗層を含み、及び／又はコランダムなど
の耐磨耗性を高めるための硬質粒子を含み、
－前記フロアパネルは、１０ｍｍより小さく、更に良好には約８ｍｍ又は可能な限り薄い
全体厚を有し、
－前記第１の基板層は、段階的に発泡され、前記発泡の程度は、下方向又は上方向ほど大
きくなるフロアパネル。
【請求項２５】
　フロアカバーを構成するフロアパネルであって、
　前記フロアパネル（１）は、第１対の対縁部（２，３）と、第２対の対縁部（４，５）
と、を有し、
　前記第１対の対縁部（２，３）は、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合できる
ようにする結合部（６，７）を有し、
　前記結合部（６，７）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の平面内で、且つ、各々の縁部（２，３）に垂直にロックする、水平方
向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（６，７）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネルの前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステム
を有し、
－前記結合部（６，７）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記結合部（６，７）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部で、回転動作
（Ｒ）によって互いに結合できるように構成され、
　前記第２対の対縁部（４，５）は、また、２つの前記フロアパネル（１）が互いに結合
できるようにする結合部（８，９）を両方の縁部に有し、
　前記結合部（８，９）は、以下の特徴を有し、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、前記フ
ロアパネル（１）の前記平面内で、且つ、各々の縁部（４，５）に垂直にロックする、水
平方向のアクティブロックシステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、また、２つの前記フロアパネル（１）の結合状態において、
前記フロアパネル（１）の前記平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシ
ステムを有し、
－前記結合部（８，９）は、実質的に、前記フロアパネル（１）自体の材料から実現され
、
－前記第２対の縁部（４，５）の前記水平方向のアクティブロックシステムは、少なくと
も、前記２つの縁部の一方の縁部（４）に配置される上向きの下側フック形状部（１０）
と、反対側の縁部（５）に配置される下向きの上側フック形状部（１１）とで構成され、
前記下側フック形状部（１０）は、近位に凹部形状の雌部（１４）を定義する上向きロッ
ク要素（１３）を有するリップ（１２）で、前記上側フック形状部（１１）は、雄部（１
７）を構成する下向きロック要素（１６）を有するリップ（１５）であり、
－前記結合部（８，９）は、２つの前記フロアパネル（１）が、各々の縁部（４，５）で
、前記フロアパネルの一方を前記フロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）させること
によって互いに結合できるように構成され、
－前記垂直方向のアクティブロックシステムは、各々の接触面（２２，２３，２４，２５
）によって、前記雄部（１７）と前記雌部（１４）との両側に配置される、少なくとも第
１の接触領域（Ｃ１）と第２の接触領域（Ｃ２）とを定義する垂直方向にアクティブなロ
ック部（１８，１９，２０，２１）を有し、
－前記垂直方向のアクティブロック部は、前記雄部（１７）の両側（２６，２７）に、第
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１のロック部（１８）と第２のロック部（１９）とを各々有し、前記雌部（１４）の両側
（２８，２９）に、第３のロック部（２０）と第４のロック部（２１）とを各々有し、
－前記第１及び第３のロック部（１８，２０）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第１の接触領域（Ｃ１）を定義し、結合状態において、少なくとも１
つの傾斜接線（Ｔ１）を定義する接触面（２２，２４）を有し、
－前記第２及び第４のロック部（１９，２１）は、２つの前記フロアパネル（１）の結合
状態において、前記第２の接触領域（Ｃ２）を定義し、結合状態において、やはり少なく
とも１つの傾斜接線（Ｔ２）を定義する接触面（２３，２５）を有し、
－前記雄部（１７）は、遠位側（２７）と近位側（２６）とを有し、前記第２のロック部
（１９）は、前記遠位側（２７）に配置され、
－２つの前記接線（Ｔ１，Ｔ２）は、各々の接触領域（Ｃ１，Ｃ２）から上方に、互いに
向けて傾斜し、
　前記上向きロック要素（１３）、前記下向きロック要素（１６）及び前記第１の接触領
域（Ｃ１）の関係接触面は、前記関係接触面を有する前記上向きロック要素（１３）が前
記結合状態においてとる位置は、関係接触面が自由状態でとる位置に対して、ある程度傾
いた位置をとり、また、非結合状態において、前記第１の接触領域の両方の関係接触面は
、前記結合状態において互いに対してあまりずれていないか、ずれていない向きになるよ
うに構成されるフロアパネル。
【請求項２６】
　請求項２５に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第１の接触領域の前記接触面は、結合状態において、互いに一致するか又は互いに
ほぼ一致するフロアパネル。
【請求項２７】
　請求項２５に記載のフロアパネルにおいて、
　前記接触面は、自由状態において、輪郭が互いに重なっているときに、下方向ほど互い
に近づく、言い換えれば、下方向ほど重なりが減少するフロアパネル。
【請求項２８】
　請求項２７に記載のフロアパネルにおいて、
　前記接触面は、実質的に平坦であり、自由状態における前記結合部の前記輪郭が互いに
重なっているときに、各々の前記接触面は、２～１０°の角度差を示すフロアパネル。
【請求項２９】
　請求項２５から請求項２８のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第２の接触領域（Ｃ２）によって決定された前記接線（Ｔ２）は、水平に対して、
６５°より小さく、さらに好ましくは６０°より小さく、さらに好ましくは５５°より小
さく、さらに好ましくは４５～５２°の角度（Ａ２）をなすフロアパネル。
【請求項３０】
　請求項１から請求項２９のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　例えば、協働する接触面が平坦でないときに、前記第２及び第４のロック部が複数の接
線を定義する場合、前記水平に対して最小角度をなす前記第２の接触領域からの接線が得
られるフロアパネル。
【請求項３１】
　請求項１から請求項２９のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　例えば、協働する接触面が平坦でないときに、前記第２及び第４のロック部が複数の接
線を定義する場合、前記第２の接触領域の中間部分によって決定された前記第２の接触領
域からの接線が得られるフロアパネル。
【請求項３２】
　請求項１から請求項３１のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　例えば、協働する接触面が平坦でないときに、前記第１及び第３のロック部が複数の接
線を定義する場合、前記水平に対して最大角度をなす前記第１の接触領域からの接線が得
られるフロアパネル。
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【請求項３３】
　請求項１から請求項３１のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　例えば、協働する接触面が平坦でないときに、前記第１及び第３のロック部が複数の接
線を定義する場合、前記第１の接触領域の中間部分によって決定された前記第１の接触領
域からの接線が得られるフロアパネル。
【請求項３４】
　以下の特徴の１つ以上、又は相互遵守のそのような特徴の任意の組み合わせ、及び／又
は請求項１から請求項３３の何れか１項に記載の特徴のいずれかとの組み合わせを、組み
合わせが矛盾する特徴を含まない限り含む、請求項１から請求項３３のいずれか１項に記
載のフロアパネルであって、
－前記フロアパネルは、前述の独立請求項及びその従属可能な請求項の特徴の組み合わせ
の２以上の組み合わせで、矛盾する特徴を含まない各組み合わせが検討され、
－前記結合部は、前記フロアパネルに、前記フロアパネルをフォールドダウン式で設置で
きるように実現され、
－前記フロアパネルは長方形であり、前記第１対の対縁部は前記フロアパネルの長辺を形
成し、前記第２対の対縁部は前記フロアパネルの短辺を形成し、
－前記第２対の縁部における前記結合部は、下方へのスナップ動作によって互いに結合さ
せることができ、
－前記第１対及び／又は前記第２対の縁部における前記結合部は、実質的にプロファイル
ド部として、前記フロアパネルの前記材料で、好ましくは実質的又は完全に機械加工によ
って、好ましくは１つ以上のミリング加工によって、例えば、様々な操作角度で有効なミ
リングカッタによって作成され、
－前記第１対及び／又は第２対の縁部における前記結合部は、ミリング加工中に前記フロ
アパネルの外に配置される回転軸を有するミリングカッタによってミリング加工可能なプ
ロファイルド部として作成され、
－前記雄部は、分割されるか分割されず、
－前記第２対の縁部で、分割されるかどうかに関係なく、１つの雄部だけが適用され、
－前記雄部に、前記水平に対して７０°より小さい接線を定義する１つの垂直方向にアク
ティブなロック部だけが存在する一方、７０°以上の接線を有する他の１つ以上の垂直方
向にアクティブなロック部は、実際に前記雄部と、またその前記遠位側にあってもよく、
－前記第２及び／又は第４のロック部及び好ましくは両方の前記接触面は、平坦に各々作
成され、
－前記第２及び／又は第４のロック部の前記接触面と、好ましくはその両方の接触面は、
各々屈曲され、即ち、ここでは、前記第４のロック部の前記接触面は好ましくは凸面であ
り、前記第２のロック部の接触面は平坦又は屈曲し、好ましくは凹面であり、
－前記下側フック形状部（１０）と、より詳細には、そのリップ（１２）とは、弾性的に
屈曲可能及び／又は変形可能であり、
－前記リップの最下部に、凹部が設けられ、好ましくは、前記上向きロック要素（１３）
が弾性的に傾動可能になるように構成され、
－結合状態において、前記雄部に下向き支持点が設けられ、
－前記雄部の下に空間が設けられ、
－前段落で述べた前記凹部及び／又は支持点及び／又は空間は、請求項１から請求項３３
のいずれかで既に述べたように構成され、
－結合状態において、前記下側フック形状部の前記遠位端の背後に空間が設けられ、
－結合状態において、上向きロック要素（１３）の上に空間があり、前記空間は、好まし
くは、前段落で述べた空間と連続に設けられ、
－前述した角度Ａ１は、好ましくは７５°より大きく、より詳細には７７～８５°の間に
あり、更に良好には約８０°であり、
－前述の角度Ａ１は、９０°より小さく、好ましくは８７°より小さく、更に良好には８
５°より小さく、
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－前述の角度Ａ２は、４５°を超え、
－前述の角度Ａ２は、７５°より小さく、更に良好には７０°より小さく、更に良好には
６５°より小さく、更に良好には５５°より小さく、更に良好には４５～５２°であり、
あるいは４５°であり、また代替によれば４５°より小さく、
－前記第２の接触領域の前記２つの接触面は、可能な拡張部分を含めて、断面視において
、各々の近接面（Ｓ）の左側と右側とまで延在し、前記近接面は、前記結合されたフロア
パネルの前記上縁部（４１，４２）、又は少なくとも前記フロアパネルが前記上部で一致
する位置を通る垂直面として定義され、
－前記第２の接触領域の中心点は、前記第１の接触領域の中心点より高い位置に配置され
、
－前記第２の接触領域は、局所接触領域であり、それにより、即ち、前記第２の接触領域
は、前記雄部の全高さに延在せず、より詳細には、この接触領域は、その上端部が前記フ
ロアパネルの前記上側から一定距離に位置するか、その下端部が前記雄部の前記下端部よ
り上の一定距離に位置する状態で配置され、更により詳細には、前記第２の接触領域は、
高さで見て、前記雄部の全高さ、言い換えると、前記雄部の前記最下点と前記フロアパネ
ルの前記上側との間で測定された高さの１／４～３／４に位置することが好ましく、
－前記第１対の縁部及び／又は前記第２対の縁部における前記結合部は、前記フロアパネ
ルの前記材料、より詳細には前記フロアパネルの一部を構成する基板から完全に一体で製
造され、前記第２の接触領域（Ｃ２）の上の前記上側フック形状部の前記遠位端に、下方
能動支持点は全くないか、少なくとも、前記結合状態において、前記水平に対して４５°
より小さい角度をなす接線を定義する支持点がなく、
－前記雄部及び／又は雌部に、傾斜及び／又は丸み部分が形成され、この部分は、フォー
ルドダウン式による結合の際及び／又は平行平面下方動作“plane-parallel downward mo
vement”による結合の際に、その下方動作中に前記雄部が自動的に前記雌部内に導かれる
ように構成され、
－前記第１対及び／又は第２対の縁部における前記結合部は、結合状態において、各々の
フロアパネルを各々の縁部で互いに押し付ける、いわゆるプレテンションが存在するよう
に構成され、これは、好ましくは、重複する輪郭を適用することによって行われ、前記プ
レテンションは、弾性屈曲若しくは弾性圧縮又はこれらの両方の組み合わせなどによる変
形の結果であり、
－前記第２対の縁部における前記結合部に、マジックテープ式ファスナ及び／又は接着接
続はなく、
－前記フロアパネルは、前記第１対及び／又は第２対の縁部上に面取部を有し、
－前記フロアパネルは、前記フロアパネルの前記水平上面から前記面取部までの一体で延
在する最上層及び／又は装飾層を有し、
－前記面取部は彫込みによって形成され、
－前記フロアパネルは、装飾を有する最上層を有し、
－前記フロアパネルは、複数の部分からなるか又はならず、且つ、複数の基板層からなる
か又はならない基板を有し、前記基板、又は複数層の場合には基板層の少なくとも１つの
基板層は、以下の特徴の１つ以上又は任意の組み合わせを、係る組み合わせが矛盾しない
限り実現する材料からなり、
　－発泡又は非発泡、「弾性」又は硬質、可塑材を含むか含まず、木材系又は竹系材料が
、例えば、繊維、チップ、ダスト又はおがくずの形で、充填されているか又はされていな
い、及び／又は、例えば、チョーク、石灰、滑石、石種による土壌充填材などの他の物質
が充填される、又はされていない合成物質系材料、
　－合成物質系材料の大部分は、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さ
く、さらに好ましくは０．０１ｍｍより小さい直径を有する孔及び／又はガス包含物を含
むように細孔で発泡された合成物質系材料、
　－合成物質系開始材料を前記板材の形に押出成形することにより得られる合成物質系材
料であって、好ましい実施形態では、この材料は、好ましくは、前記合成物質系材料の前
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記大部分は、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さく、さらに好ましく
は０．０１ｍｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガス包含物を含むように発泡され、
好ましくは細孔を含む合成物質系材料、
　－他の材料と組み合わされるかどうかに関係なく、合成物質系開始材料を延伸処理によ
って延伸させ、それを圧力と場合によっては高温度下で板材の形に固結することによって
得られる合成物質系材料であって、好ましい実施形態では、得られた材料は、合成物質系
材料の大部分は、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さく、さらに好ま
しくは０．０１ｍｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガス包含物を含むように発泡さ
れ、好ましくは細孔を含む合成物質系材料、
　－ＰＰ、ＰＥ、ＰＥＴ、ＰＵＲ、ＰＶＣ、ＰＩＲ又は他の適切な合成物質のうちの１つ
からなるか、その物質を主成分にするか、その物質を含む合成物質、
　－可塑材を含む合成物質系材料であって、好ましくは前段落に列挙された材料から選択
された合成物質系材料、
　－例えば、ＭＤＦ、ＨＤＦ、組み立て式の木製パネル、より詳細にいわゆる加工木製パ
ネル、場合によって適合したコア又はエンドストリップを有する木材系材、
　前記フロアパネルは、以下の種類のうちの１つとして作成される、
　－ラミネートフロアパネル、
　－いわゆる「弾性フロアパネル」、
　－ビニルと別の合成物質を主体とする「ＬＶＴ」パネル又は「ＣＶＴパネル」又はその
同等パネル、
　－第１の合成物質系の、好ましくは発泡された基板層と、その上に、ビニル又は別の合
成物質であるかそれを主体とする、好ましくはより薄い第２の基板層とを有するフロアパ
ネル、
　－硬質合成物質系基板を有するフロアパネル。
【請求項３５】
　請求項１から請求項３４のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　逸脱する代替的な実施形態によれば、前記第１対の縁部の前記結合部は、必ずしも回転
動作（Ｒ）によって結合できなくてもよいが、実際には、少なくとも下方動作によって互
いに結合されるように構成されるフロアパネル。
【請求項３６】
　請求項３５に記載のフロアパネルにおいて、
　前記第１対の縁部にも、結合部にも、前記第２対の縁部に関する請求項１から請求項３
５のいずれか１項に記載された特徴が適用されるフロアパネル。
【請求項３７】
　請求項１から請求項３６のいずれか１項に記載のフロアパネルにおいて、
　逸脱する代替的な実施形態によれば、前記第１の接触領域内に垂直ロックはなく、水平
ロックだけがあるフロアパネル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　さらに、前記下側遠位面は、水平に対して、所定の角度、又は、平均で見て所定の角度
をなし、所定の角度は、７５°より大きく、さらに好ましくは８０°より大きく、さらに
好ましくは８３～８８°であることが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３６】
　本明細書で上述した態様のいずれかによるフロアパネルは、更に、本発明によれば、組
み合わせが矛盾する特徴を含まない限り、以下の特徴のうちの１つ以上、又は相互遵守の
それらの特徴の任意の組み合わせ、及び／又は既に述べた態様の特徴のいずれかとの組み
合わせで有することを特徴とし、
－フロアパネルは、上述した独立請求項及びその従属請求項の特徴の組み合わせの２以上
の組み合わせで、矛盾する特徴を含まない各組み合わせが検討され、
－結合部は、フロアパネルに、フロアパネルをフォールドダウン方式で設置できるように
実現され、
－フロアパネルは長方形であり、第１対の対縁部はフロアパネルの長辺を形成し、第２対
の対縁部はフロアパネルの短辺を形成し、
－第２対の縁部の結合部は、下方へのスナップ動作によって互いに結合させることができ
、
－第１対及び／又は第２対の縁部における結合部は、実質的にプロファイルド部として、
フロアパネルの材料で、好ましくは実質的又は完全に機械加工によって、好ましくは１つ
以上のミリング加工によって、例えば、様々な操作角度で有効なミリングカッタによって
作成され、
－第１対及び／又は第２対の縁部の結合部は、ミリング加工中にフロアパネルの外に配置
される回転軸を有するミリングカッタによってミリング加工可能なプロファイルド部とし
て作成され、
－上述した雄部は、分割されるか分割されず、
－第２対の縁部に、分割されるかどうかに関係なく、１つの雄部だけが適用され、
－上述した雄部に、水平に対して７０°より小さい接線を定義する１つの垂直方向のアク
ティブロック部だけが存在する一方、７０°以上の接線を有する他の１つ以上の垂直方向
のアクティブロック部は、実際に存在してもよく、
－第２及び／又は第４のロック部及び好ましくは両方の接触面は、平坦に各々作成され、
－第２及び／又は第４のロック部の接触面、好ましくは両方の接触面は、各々屈曲され、
第４のロック部の接触面は好ましくは凸部であり、第２のロック部の接触面は平坦又は屈
曲し、好ましくは凹面であり、
－下側フック形状部と、より詳細には、下側フック形状部のリップとは、弾性的に屈曲可
能及び／又は変形可能であり、
－リップの最下部に、凹部が設けられ、好ましくは、上向きロック要素が弾性的に形動可
能になるように構成され、
－結合状態において、雄部に下向き支持点が設けられ、
－雄部の下に空間が設けられ、
－以上の段落で述べた凹部及び／又は支持点及び／又は空間は、上述した独立した態様で
既に述べたように構成され、
－結合状態において、下側フック形状部の遠位端の背後に空間があり、
－結合状態において、上向きロック要素の上方に空間があり、空間は、好ましくは、前段
落で述べた空間と連続的にされ、
－第１の接触領域内の接線の上述した角度は、好ましくは７５°より大きく、より詳細に
は７７～８５°の間にあり、更に好ましくは約８０°であり、
－第１の接触領域内の接線の上述した角度は、９０°より小さく、好ましくは８７°より
小さく、さらに好ましくは８５°より小さく、
－第２の接触領域内の接線の上述した角度は、４５°を超え、場合によっては５０°を超
え、又はさらには５５°を超え、場合によっては約６０°であり、比較的大きい接触面が
適用される場合でも、４５°を超える角度によってパネルを互いにより滑らかに結合でき
、
－第２の接触領域の接線の上述した角度は、７５°より小さく、さらに好ましくは７０°
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より小さく、さらに好ましくは６５°より小さく、さらに好ましくは５５°より小さく、
さらに好ましくは４５～５２°であり、代替として、更に４５°以下であり、この角度の
大きさをより小さく選択することによって、接触面が、下方動作中に互いに多少前後に動
きにくくなるが、利点は、前の段落で列挙された値に反して、垂直ロックがより外れにく
くなるという利点が得られ、発明者は、５５°より小さい角度（例えば、４５°以下）で
も、動作し続け、請求された構成で予想外に良好な結果が得られたことを予想外に発見し
、
－第２の接触領域の２つの接触面は、その可能な拡張部分を含めて、断面視において、各
々の近接面の左側と右側とまで延在し、近接面は、結合されたフロアパネルの上縁部、又
は少なくともフロアパネルが上部で合体する位置を通る垂直面として定義され、
－第２の接触領域の中心点は、第１の接触領域の中心点より高い位置に配置され、
－第２の接触領域は、局所接触領域であり、それにより、即ち、第２の接触領域は、雄部
の全高さにわたって延在せず、より詳細には、この接触領域は、その上端部がフロアパネ
ルの上側から一定距離に位置するか、またその下端部が雄部の下端部より上の一定距離に
位置する状態で配置され、更により詳細には、第２の接触領域は、高さで見て、雄部の全
高さ、言い換えると、雄部の最下点とフロアパネルの上側との間で測定された高さの１／
４～３／４に位置することが好ましく、
－第１対の縁部及び／又は第２対の縁部の結合部は、フロアパネルの材料、より詳細には
フロアパネルの一部分を形成する基板から完全に一体で製造され、第２の接触領域の上の
上側フック形状部の遠位端に、下方能動支持点は全くないか、少なくとも、結合状態にお
いて、水平に対して４５°より小さい角度をなす接線を定義する支持点がなく、
－雄部及び／又は雌部に、傾斜及び／又は丸み部分が形成され、この部分は、フォールド
ダウン方式による結合の際及び／又は平行平面下方動作“plane-parallel downward move
ment”による結合の際に、その下方動作中に雄部が自動的に雌部内に導かれるように構成
され、
－第１対及び／又は第２対の縁部における結合部は、結合状態において、各々のフロアパ
ネルを各々の縁部で互いに押し付ける、いわゆるプレテンションが存在するように構成さ
れ、好ましくは、重複する輪郭を適用することによって行われ、プレテンションは、弾性
屈曲、又は弾性圧縮、或いはこれらの両方の組み合わせなどによる変形の結果であり、
－第２対の縁部における結合部に、マジックテープ式ファスナ及び／又は接着接続はなく
、
－フロアパネルは、第１対及び／又は第２対の縁部上に面取部を有し、
－フロアパネルは、フロアパネルの水平上面から面取部までの一体で延在する最上層及び
／又は装飾層を有し、
－面取部は彫込みによって形成され、
－フロアパネルは、装飾を有する最上層を有し、
－フロアパネルは、複数の部品からなるか又はならず、且つ、複数の基板層からなるか又
はならない基板を有し、基板、又は複数層の場合には基板層のうちの少なくとも１つの基
板層は、以下の特徴の１つ以上又は任意の組み合わせを、係る組み合わせが矛盾しない限
り実現する材料からなり、
　－発泡又は非発泡、「弾性」又は剛性、可塑材を含むか又は含まず、木材系又は竹系材
料が、例えば、繊維、チップ、ダスト又はおがくずの形で、充填されているか又はされて
ない、及び／又は、例えば、チョーク、石灰、滑石、石種に基づく土壌充填材などの他の
物質が充填されるか、又はされていない合成物質系材料、
　－合成物質系材料の大部分が、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さ
く、さらに好ましくは０．０１ｍｍより小さい直径を有する孔及び／又はガス包含物を含
むように細孔で発泡された合成物質系材料、
　－合成物質系開始材料を板材の形に押出成形することにより得られる合成物質系材料で
あって、好ましい実施形態では、この材料は、好ましくは、合成物質系材料の大部分は、
１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さく、さらに好ましくは０．０１ｍ
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ｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガス包含物を含むように発泡され、好ましくは細
孔を有する合成物質系材料、
　－他の材料と組み合わされるかどうかに関係なく、合成物質系開始材料を延伸処理によ
って押し延ばし、それを圧力と場合によっては高温度下で板材の形に固結することによっ
て得られる合成物質系材料であって、好ましい実施形態では、得られた材料は、合成物質
系材料の大部分は、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さく、さらに好
ましくは０．０１ｍｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガス包含物を含むように発泡
され、好ましくは細孔を含む合成物質系材料、
　－ＰＰ、ＰＵＲ、ＰＥＴ、ＰＶＣ、ＰＩＲ又は他の適切な合成物質のうちの１つからな
るか、その物質を主成分とするか、その物質を含む合成物質、
　－可塑材を有する合成物質系材料、
　－例えば、ＭＤＦ、ＨＤＦ、組み立て式の木製パネル、より詳細にはいわゆる加工木製
パネル、場合によって適合したコア又はエンドストリップを有する木材系材料、
－フロアパネルは、以下の種類のうちの１つとして作成される、
　－ラミネートフロアパネル、
　－いわゆる「弾性フロアパネル」、
　－ビニルとは別の合成物質を主体とする「ＬＶＴ」パネル又は「ＣＶＴパネル」又はそ
の同等パネル、
　－第１の合成物質系の、好ましくは発泡された基板層と、その上に、ビニル又は別の合
成物質であるかそれを主成分とする、好ましくはより薄い第２の基板層とを有するフロア
パネル、
－硬質合成物質系材料を有するフロアパネル。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　図４及び図６に示すように、第２対の縁部４，５の結合部８，９は、少なくとも、以下
の基本的な特徴を有する。
－結合部８，９は、２つのフロアパネル１の結合状態において、フロアパネル１の平面内
で、且つ、各々の縁部４，５に垂直にロックする、水平方向のアクティブロックシステム
を有し、
－結合部８，９は、また、２つのフロアパネル１の結合状態において、フロアパネル１の
平面に垂直にロックする、垂直方向のアクティブロックシステムを有し、
－結合部８，９は、実質的にフロアパネル１自体の材料で実現され、
－第２対の縁部４，５の水平方向のアクティブロックシステムは、少なくとも、２つの縁
部の一方の縁部（この実施形態では縁部４）に配置される上向きの下側フック形状部１０
と、反対側の縁部５に配置される下向きの上側フック形状部１１とで構成され、下側フッ
ク形状部１０は、上向きロック要素１３を備え、近位に凹部形状の雌部１４を定義するリ
ップ１２で、上側フック形状部１１は、雄部１７を形成する下向きロック要素１６を有す
るリップ１５であり、
－結合部８，９は、２つのフロアパネル１が、互いに各々の縁４，５で、フロアパネルの
一方がフロアパネルの他方に対して下方動作（Ｍ）することによって結合されるように構
成され、
－垂直方向のアクティブロックシステムは、垂直方向のアクティブロック部１８，１９，
２０，２１を有し、垂直方向のアクティブロック部１８，１９，２０，２１は、各々の接
触面２２，２３，２４，２５によって、雄部１７と雌部１４との両側に配置される、少な
くとも第１の接触領域Ｃ１と第２の接触領域Ｃ２とを定義し、
－上述した垂直方向のアクティブロック部は、雄部１７の両側２６，２７に第１のロック
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部１８と第２のロック部１９を各々有し、雌部１４の両側２８，２９、言い換えると、雌
部を形成する凹部の両側にある側面に第３のロック部２０と第４のロック部２１とを各々
有し、
－第１及び第３のロック部１８，２０は、２つのフロアパネル１の結合状態において、前
記第１の接触領域Ｃ１を各々定義し、同時に結合状態において、少なくとも１つの傾斜接
線Ｔ１を定義する接触面２２，２４を各々有し、
－第２及び第４のロック部１９，２１は、２つのフロアパネル１の結合状態において、前
記第２の接触領域Ｃ２を各々定義し、同時に結合状態において、少なくとも１つの傾斜接
線Ｔ２を定義する接触面２３，２５を各々有し、
－雄部１７は、遠位側２７と近位側２６とを有し、第２のロック部１９は、遠位側２７に
配置され、
－２つの接線Ｔ１，Ｔ２は、各々の接触領域Ｃ１，Ｃ２から上方に、互いに向けて傾斜す
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　第９の態様によるフロアパネルの好ましい実施形態によれば、さらに、本明細書で以下
に列挙される特徴の１つ以上を含み、また、矛盾しない特徴を含まない限り全ての組み合
わせが可能である。
－第１の基板層は、少なくとも熱可塑性材料を含み、
－第１の基板層は、少なくとも、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリウレタン、ポリプ
ロピレン又はＰＩＲ、又は上述のものの組み合わせにより作成され、
－第１の基板層は、充填合成物質複合物であり、この充填材は、好ましくは、竹、コルク
及び／又は木材の１つ又はこれらの組み合わせ、より詳細には、おがくずなど、チップ、
及び／又は、繊維、及び／又は、微粉又は微細繊維の形の上述の材料の組み合わせからな
り、
－第１の基板層は、発泡され、
－第１の基板層は、独立気泡タイプであり、
－第１の基板層は、１つ以上の可塑材を含み、
－第１の基板層は、チョーク及び／又は石灰及び／又は滑石などの充填材を含み、
－第１の基板層は、好ましくはガラス繊維などの少なくとも１つの補強層を有し、
－第１の基板層は、少なくとも３ｍｍ、好ましくは少なくとも４ｍｍ、より好ましくは少
なくとも５ｍｍの厚みであり、
－第１及び／又は第２の基板層は、耐水性であり、
－第２の基板層は、合成物質系であり、
－第２の基板層は、好ましくは柔軟タイプの熱可塑性材料を少なくとも含み、
－第２の基板層は、少なくともポリ塩化ビニルなどのビニル、より詳細には柔軟ポリ塩化
ビニル、ポリエチレン、より詳細には柔軟ポリエチレン、ポリウレタン、ポリプロピレン
、ＰＩＲ、又は上述したものの組み合わせに基づいて作成され、
－第２の基板層は、実質的に、ベニヤ板、ゴム、リノリウム、紙系又は箔系ラミネートシ
ート、又は代替的に、任意の材料、より詳細にはビニル又は樹脂によって包まれたコルク
、竹又はベニヤ板の材料のうちの１つ又は組み合わせからなり、
－第２の基板層は、１つ以上の可塑材を含み、
－第２の基板層は、チョーク及び／又は石灰などの充填材を含み、
－第２の基板層は、好ましくはガラス繊維などの少なくとも１つの補強層を有し、
－フロアパネルは、好ましくは第１の基板層のすぐ下に配置された裏地層を有し、裏地層
は、例えば、コルク、ゴム及び／又は柔軟な発泡層の材料のうちの１つ以上によって作成
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され、
－フロアパネルは、複数の層からなるかならない最上層を含み、最上層は、好ましくは、
第２の基板層のすぐ上に配置され、及び／又は第２の基板層は、この第２の基板層の下側
に裏地層を有し、
－最上層は、好ましくは印刷の形で、好ましくは箔又は薄膜上に設けられた装飾層を少な
くとも含み、
－最上層は、少なくとも半透明又は透明な摩耗層を含み、及び／又はコランダムなどの耐
磨耗性を高めるための硬質粒子を含み、
－フロアパネルは、１０ｍｍより小さく、更に好ましくは、約８ｍｍ又は場合によっても
っと薄い全体厚を有し、
－第１の基板層は、段階的に発泡され、発泡の程度は、下方向又は上方向に増大する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　本発明のフロアパネルは、また、本明細書の以下に列挙する特徴の１つ以上を有するこ
とができる。これらの特徴は、選択して互いに組み合わされてもよく、矛盾する特徴を含
まず、実現可能である限り、全ての可能な組み合わせが考慮される。また、これらの特徴
のいずれか、又は特徴の任意の実現可能な組み合わせが、当然ながら、組み合わせが矛盾
する特徴を含まない限り、上述した態様のいずれか又は、態様の組み合わせのフロアパネ
ルに適用することができる。意図される特徴は、以下の通りである。
－結合部６，７及び結合部８，９は、フロアパネル１に、このようなフロアパネル１を複
数、フォールドダウン方式で設置できるように実現される。
－フロアパネル１は長方形であり、第１対の対縁部２，３はフロアパネル１の長辺を形成
し、第２対の対縁部４，５はフロアパネル１の短辺を形成し、
－第２対の縁部４，５の結合部８，９は、下方へのスナップ動作によって互いに接続でき
、
－第１対及び／又は第２対の縁部にある結合部は、実質的にプロファイルド部分として、
フロアパネルの材料により、好ましくは実質的又は完全に機械加工によって、好ましくは
１つ以上のミリング加工によって、例えば、様々な操作角度で有効なミリングカッタ、さ
らに詳細には、使用中の回転軸がフロアパネルの外部にあるミリングカッタによって作成
され、
－第１対及び／又は第２対の縁部の結合部は、ミリング加工可能なプロファイルド部分と
して作成され、この部分は、ミリング加工中にフロアパネルの外部にある回転軸を有する
ミリングカッタによってミリング加工され、
－上述した雄部１７は、分割されているか分割されておらず、好ましくは、雄部は、ソリ
ッド部であり、したがって、例えば、図４と図６とに示すように、側面２６及び側面２７
の間がソリッドで、分割されておらず、これにより、ロック部１８，１９がしっかり支持
され、代替によれば、雄部は、ソリッドでなく、１つ以上の空間又は凹部で構成されて、
例えば、分割され、このような空間又は凹部の存在は、ロック部１８及び／又はロック部
１９がある程度より弾性的に動作できるという利点を提供し、ひとつ又は他方の可能性は
、利用材料の機能及び／又は所望のロック効果の機能で利用され、－第２対の縁部には、
分割されるかどうかに関係なく、１つの雄部だけが適用され、
－上述した雄部１７に、１つの垂直方向のアクティブロック部１９だけがあり、これは、
結合状態において、水平に対して７０°より小さい接線Ｔ２を定義し、一方、他の１つ以
上の垂直方向のアクティブロック部が実際にあってもよく、言い換えれば、１つ以上のロ
ック部は、結合状態において、水平に対して７０°以上の角度をなす１本の接線Ｔ１だけ
、或いは複数の接線を定義し、
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－第２及び／又は第４のロック部１９，２１の接触面と、好ましくは両方の接触面が、平
坦に各々作成され、
－第２及び／又は第４のロック部の接触面、好ましくは両方の接触面が各々、屈曲され、
本明細書では、第４のロック部の接触面が好ましくは凸面であり、第２のロック部の接触
面は平坦又は屈曲し、好ましくは凹面であり、
－下側フック形状部１０と、より詳細には、そのリップ１２とは、弾性的に屈曲可能、及
び／又は変形可能であり、
－リップの下側に、好ましくは上向きロック要素１３が弾性的に傾動可能になるように構
成された凹部４５が設けられ、
－結合状態において、雄部１７に下向きの支持点３２が設けられ、
－雄部の下に、空間４３が設けられ、
－前段落で述べた凹部４５及び／又は支持点３２及び／又は空間４３は、図面に関して既
に説明されたように構成され、
－結合状態において、下側フック形状部１０の遠位端の背後に空間５５が設けられ、
－結合状態において、上向きロック要素１３の上方に空間５６が設けられ、この空間は、
好ましくは、前段落で述べた空間５５と連続的に設けられ、
－上述した角度Ａ１は、好ましくは７５°より大きく、より詳細には７７～８５°の間で
あり、さらに好ましくは約８０°であり、
－上述した角度Ａ１は、９０°より小さく、好ましくは８７°より小さく、さらに好まし
くは８５°より小さく、
－上述した角度Ａ２は、４５°を超え、
－上述した角度Ａ２は、７５°より小さく、さらに好ましくは７０°より小さく、さらに
好ましくは６５°より小さく、さらに好ましくは５５°より小さく、さらに好ましくは４
５～５２°であり、又は代替的に４５°であるか、さらに別の代替によれば、４５°より
小さく、
－第２の接触領域Ｃ２の２つの接触面、その可能な拡張部分を含む接触面は、断面視にお
いて、各々の近接面Ｓの左側及び右側に延在し、近接面Ｓは、結合されたフロアパネルの
上縁部４１，４２を通るか、少なくともフロアパネルが上部で一体となる位置を通る垂直
面として定義され、
－第２の接触領域Ｃ２の中心点は、第１の接触領域Ｃ１の中心点より高い位置に配置され
、
－第１対の縁部及び／又は第２対の縁部の結合部は、フロアパネル１の材料から、より詳
細にはフロアパネルの一部を構成する基板から完全一体で製造され、
－第２の接触領域Ｃ２の上で、上側フック形状部の遠位端は、下方のアクティブ支持点が
まったくないか、少なくとも、結合状態において、水平に対して４５°より小さい角度を
なす接線を定義する支持点がなく、
－雄部及び／又は雌部に、フォールドダウン方式による接続の間、及び／又は平行平面下
方動作を介した接続の間などの下方動作中に雄部が自動的に雌部内に導かれるように構成
された傾斜及び／又は丸み部分が形成され、これは、ガイド面４８，４９がその例を構成
し、
－第１対及び／又は第２対の縁部の結合部は、結合状態において、各々のフロアパネルを
各々の縁部で互いに押し付けるいわゆるプレテンションが存在するように構成され、これ
は、好ましくは、オーバーラップする輪郭を適用することによって行われ、プレテンショ
ンは、弾性屈曲、弾性圧縮、又は、これらの両方の組み合わせなどの変形の結果であり、
この例は、既に、本明細書で、図６の屈曲リップ１２Ａよってより詳細に上述されており
、
－第２対の縁部にある結合部は、フックアンドループファスナ及び／又は接着接続がなく
、
－フロアパネルは、第１対及び／又は第２対の縁部上にベベルなどの斜角面を有し、
－フロアパネルは、フロアパネルの水平上面から面取部まで一体で延在する最上層及び／



(79) JP 2019-504226 A 2019.2.14

又は装飾層を有し、
－面取部は彫込みによって形成され、
－フロアパネルは、装飾を有する最上層を有し、最上層は、図中符号５７によって示され
、
－フロアパネルは、基板５２を含み、基板５２は、複数の部材から構成されている又は構
成されていない、複数の基板層５３，５４からなるかならず、基板、又は複数層の場合、
基板層のうちの少なくとも１つの層が、組み合わせが矛盾しない限り、以下の特徴の１つ
以上又は任意の組み合わせを実現する材料からなる。
　－発泡又は非発泡、「弾性」又は硬質、可塑材を含むか含まず、例えば、繊維、チップ
、ダスト又はおがくずの形で木材系又は竹系材料が充填されている又はされていない、及
び／又は例えば、チョーク、石灰、滑石、石種に基づく土壌充填材などの他の物質が充填
されている又はされていない合成物質系材料、
　－合成物質系材料の大部分が、１ｍｍより小さく、好ましくは０．１ｍｍより小さく、
さらに好ましくは０．０１ｍｍより小さい直径を有する孔及び／又はガス包含物を含み、
即ち、各々の材料の体積の大部分に、より大きい孔が存在せず、及び／又は、平均で孔が
上述した寸法と一致するように発泡された細孔を有する合成物質系材料、
　－合成物質系開始材料を板状に押出成形することによって得られ、好ましい実施形態で
は、上述したように、合成物質系材料の大部分が、１ｍｍより小さく、より好ましくは０
．１ｍｍ小さく、さらに好ましくは０．０１ｍｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガ
ス包含物を含むように発泡され、好ましくは細孔を含む合成物質系材料、
　－他の材料と組み合わされるかどうかに関係なく、合成物質系開始材料を延伸処理によ
って延伸させ、それを圧力と場合によっては高温度下で板材の形に固結させることによっ
て得られる合成物質系材料であって、好ましい実施形態では、得られた材料は、合成物質
系材料の大部分が、１ｍｍより小さく、より好ましくは０．１ｍｍより小さく、さらに好
ましくは０．０１ｍｍより小さい寸法を有する孔及び／又はガス包含物を含むように発泡
され、好ましくは細孔を含む合成物質系材料、
　－ＰＰ、ＰＥ、ＰＥＴ、ＰＵＲ、ＰＶＣ、ＰＩＲ又は他の適切な合成物質のうちの１つ
からなるか、その物質を主成分にするか、その物質を含む合成物質、
　－可塑材を含む合成物質系材料であって、好ましくは、前段落で列挙された材料から選
択された合成物質系材料、
　－例えば、ＭＤＦ、ＨＤＦ、組み立て式木製パネル、より詳細には、いわゆる加工木製
パネル、場合によって適合したコア又はエンドストリップを有する木材系材料であって、
後者の場合、好ましくは、結合部６及び／又は結合部７が、適合コア又は適合エンドスト
リップで実現され、「適合」は、旧式パネルの場合は、適応材料がコア又は１つ以上のエ
ンドストリップに適用され、本明細書の結合部８及び／又は結合部９を実現するのにより
適した木材系材料、
－フロアパネルは、以下の種類のうちの１つとして作成される、
　－ラミネートフロアパネル、
　－いわゆる「弾性フロアパネル」、
　－ビニルと別の合成物質を主とする「ＬＶＴ」パネル又は「ＣＶＴパネル」又はその同
等パネル、
　－第１の合成物質系の、好ましくは発泡された基板層と、その上に、ビニル又は別の合
成物質又はそれらを主とする、好ましくはより薄い第２の基板層とを有するフロアパネル
、
　－硬質合成物質系材料を有するフロアパネル。
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